
地
域
社
会
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

障
害
者
の
自
立
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

障

害
者

福
祉
セ
ン

タ
ー
は
、
保
健
・

医
療

・
福
祉
サ

ー
ビ
ス

を
具
体
的
に
展

開
す

る
拠
点

、
ふ

れ
あ
い
2
2（
健
康
福

祉
会
館

）
内
に

「
常
盤
平

保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
」
「
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
」

と

と
も
に
平

成
1
0年
４

月
に

開
設
さ
れ
ま

し
た

。

障

害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
は
、
心
身

に
障

害
を
持
つ
人

と
そ
の
家
族
の
皆
さ

ん
が
、
家
に
閉
じ
こ
も
ら
ず
社
会
参
加

し
て

い
く
こ

と
で
生
活
の
質
や
生
き
が

い
を

高
め
、
地

域
で
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ

う
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

固

健
康
福
祉
会
館
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
昔
8
3
’
7
1
1
1

◆

障

害

者

デ
イ

サ

ー
ビ

ス

事
業

障
害
が
あ
り
、
家
に
閉
じ
こ
も
り

が
ち
な
人
や
介
護
に
忙
し

い
家
族
の

皆
さ
ん
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
た

だ
き
、
さ
ら
に
興
味
を
持
っ
て
活
動

す
る
こ
と
で
自
立
へ
の
道
を
探
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

対
象
：
市

内
在
住
の
障
害
者
手
帳
を

持
っ
て

い
る
人
、
ま
た
は
そ
れ
に
準

ず
る
障
害
の
あ
る
お
お
む
ね
十
八
歳

以
上
の
人

内
容
…
社
会
適
応
訓
練
、
陶
芸
・
手

芸
な
ど
の
創
作
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど

苣
唄
：
無
料
（
材
料
費
は
実
費
）

※
現
在
、
表
Ｉ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（

創
作
に
熱

が
入

り
ま

す
（
デ
イ

サ
ー

ビ
ス
・
陶
芸
Ｂ

）

講
座
）
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ボ

ラ
ン

テ

ィ
ア

を
募

集

し
ま

す

障
害

者

デ
ィ

サ

ー
ビ
ス
（
講
座

）
の

講
師
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
人
（
パ

ソ
コ

ン

・
油
絵

・
木
工

・
レ

ザ
ー
ク

ラ

フ
ト
等
）
、
講
座

の
お
手
伝

い
を
し

て
く
れ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し

く
は

、
障
害

者
福

祉
セ
ン

タ

ー

へ
お

問

い
合
わ
せ

く
だ

さ

い
。

◆

機

能

訓

練

理

学
療

法
士
等

が
そ

の
人

の
状
況

に
合

わ
せ

て
機

能
訓
練

を
行

っ
て

い

ま
す

。
年

齢

・
障

害

の
程
度

等
に
よ

っ
て

制
限

が
あ

り
ま
す

の
で

、
お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ

い
。

◆

視

覚

障

害

者

の

自

立

を

支

援

専

門

の
職

員

が
、

相
談

に
応

じ
た

り
、

歩
行

支
援

・
日

常
生
活

動

作
支

援

・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
支

援

・

カ

ウ
ン

セ
リ
ン

グ
等

を
行

い
、

視
覚

障
害

者

ど
そ

の
家

族

の
白

立
を
手

助

け

し

て

い

ま

す

。

ま

た

、

ス

ポ

ー

ツ

ー
レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

を

通

じ

て

、
人

の
輪

を
広

げ
て

い
ま
す

。

◆

障

害

者

福

祉

に

関

す

る

受

け

付

け

も

行

っ

て

い

ま

す

市

役
所

障
害

福
祉

課
で

行

っ
て

い

る
受

付
業

務

の
う
ち

、
次

の
業

務
は

障
害

者
福

祉

セ
ン

タ
ー
で

も
受

け
付

け
で

き

る
よ
う

に
な

り
ま
し

た
。

○

身
体

障
害

者
手
帳

の
交

付
申

請

○

療
育
手

帳

の
交
付

申
請

○

補
装

具

・
日

常

生
活
用

具
の

交
付

・
給
付

・
修
理

の
申
請

○

重
度
心

身

障
害

者
医
療

費
助

成
受

給
資

格
者

証
の

交
付
申

請

・
医
療

費
助

成
金

の
支

給
申

請

○

難
病

者
援

護
金

の
申

請

○

自
動

車
燃

料
助

成
の

申
請

○

福
祉

タ
ク

シ
ー

券
の

交
付

申
請

○

有
料

道
路

通
行

料
金

割
引

証
交
付

の
申

請

デイサービス（講座）一覧（表1）

講 座 名　　 曜 日　　　 時　 間　　　　　 内　　 容

陶芸Ａ　　　　　　第1・3月曜日 午後2時～4時　　　 埀･ 皿・花瓶などを作る

淘芸Ｂ　　　　　 第2･4 金曜日 午後2E侍～4 時　　　jttﾂjE? 芸のほか自由なイメージ

水彩画　　　　　　第2･4 月曜日 午後2時～4時　　　 いろいろな画材を透明水彩で描く

生け花　　　　　 第３月曜日　 午後2時30 分~4時　 季節の花の生け方

書道Ａ　　　　　　第卜3 火曜日 午後2時30分~4時　ｦ? でゃ名言名句を知る楽しさを味

謚道Ｂ　　　　　 第2 ・4火曜日 午前10時~11時30分 ぉしゃべりを楽しみながら字を書く

手工芸　　　　　 第卜3 水曜日 午前10時~正午　　 詣 物 詣 冨 △鶚 佶 大 ヽ

ﾊﾞｰﾄﾞｶｰ ﾋﾞﾝｸﾞ　　第2 ・4木曜日 午後1時～3時　　　 柔らかい木を使い、野鳥を作る

墨絵　　　　　　 第2･4 日曜日 午前10時～正午　　 盡絵の描き方、楽しみ方

ふれあいコーラス　蘂AM 湿 呂　 年jｬ回WNjﾑ ｺﾞW≒ﾌ 歌う楽しさを知る(童謡･ 唱歌など

ふれあい社交ﾀﾞﾝｽ 毎週木曜日　　午後1時～∠1時　　　 楽しくダンスを覚える

車いすﾀﾞﾝｽ　　　 第1・3日曜日 午前11時~午後0時30分 車いすでダンスを楽しむ

ふれあいﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 偶数月第2土曜日 午前10時~正午　　　　リハビリを兼ねた室内遊び

朗読をきくかい　　毎月第2水曜日 午削0 時ぺ 勁30分　 松戸朗読奉仕会会員による朗読

デイサービス(講座)に

参加しています

中和倉

下城美恵さん

案

内

図

■交　 通■

○新京成五香駅下車徒歩13 分

○新京成常盤平駅、ＪＲ新八柱駅・新

京成八柱駅から新京成バス牧の原団

地行きで｢ 牧の原団地｣ 下車徒歩3分

(新八柱駅・八柱駅前からは、一部

ノンステップバスが運行されていま

す｡運行時刻等の問い合わせは新京

成電鉄松戸営業所登387 －0388)

◆

障

害

者

の

活

動

拠

点

と

し

て

ご

利

用

く

だ

さ

い

障
害

者

福
祉

セ
ン

タ
ー
で

は
、
障

害
者
の
社
会
参
加
相
談
事
業
、
障
害

者
関

係

の
福
祉
団

体

や
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
の
総
合

窓
口

に
な

っ
て

い
る
ほ
か
、

サ

ー
ク
ル
活

動

や
研

修

会
、

打
ち

合

わ
せ

な
ど

の
た

め
に
研

修
室

・
会

議

室

・
ホ

ー
ル
な

ど
の
貸

し
出

し
な

ど

も
行

っ
て

い
ま
す

。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ふれあい22 の開設時からデイサービ

ス(講座) に参力し 、今では陶芸や書道

など5つの講座を受講しています。

目が不自由なため、外に出るのがお

っくうになりがちですが 、講座を通し

ていろいろな人と知り合い 、充実した

時間を過ごすことができるので 、ここ

に来るのが楽しみです。

「
徳
川
昭
武
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」

作
品
を
募
集
し
ま
す

テ
ー
マ
後

世

に
残
し

た

い
松
戸

の
風

景

や
風
習

（
自

然

・
名

所
旧

跡

・
伝

統
行
事

・
イ

ベ
ン
ト

・
人

人

の

生
活
な

ど
）
を

題
材

と
し
た

作

品
　

規
格

ア
マ
チ

ュ
ア

の
人

の

未

発
表

作
品

で
、
カ

ラ

ー
ま

た

は

白

黒
で

プ
リ

ン
ト

さ
れ
た

キ
ャ

ビ

ネ

判
以

上
四

ツ
切
り
以
内

の
も
の

応
募
方
法
９
月
3
0
日
出
〔
必
着
〕
ま

で

に

、
作
品

の
裏
面

に
①

題
名

②

住

所

③
氏
名

を
記

入
し

、
任
意

の

用

紙
に

①
住

所

②
氏

名

③
電

話
番

号
④
題
名
⑤
撮
影
場
所
⑥
撮
影
年

月
日
⑦
使
用
カ
メ
ラ
⑧
説
明
文
（
五

十

字

以
内

）
を

同
封

し

て

、

〒
2
7
1

-
8
5
8
8
　
松
戸
市
根
本
三
八
七

の
五
　

松
戸
市

役
所

商
工

観
光

課

写

具
コ

ン
テ

ス
ト
募

集
係

へ

※
何

点
で

も

応
募

で

き
ま

す

が
、

作
品

の
返

却
は
し

ま
せ

ん
。

※
入
選

作
品

の
版
権

は
、

主
催

者

側

に
帰
属

し
ま

す
。

固
商
工

観

光
課
観

光
係

昔
3
6
6
・
７

オ
ウ
ム
真
理
教
（
ア
レ
フ
）
信
者
の
申
請
を
拒
否
し
ま
す

市
で
は
、
昨
年
９
月
2
7
日
松
戸

市

オ

ウ
ム
真

理
教
対

策
会

議

を
設

置

・
開
催
し

、
信

者
の
転

入
届

け

を
不

受

理

と

す

る
こ

と

を

決

め
、

拒
否
し

て
き

た
と
こ

ろ
で

す

。
し

か
し

、
新
聞

等
で

報
道

さ
れ

た
と

お
り

一
部

の
信
者

の
転
入

に

よ
り

「
施
設

化
」

し
て

き
て

い
る
こ

と

が
明

確
に

な

っ
た
た
め

、
今

後
の

転
入

に

つ
い
て

さ
ら
に
警

戒

を
強

め

る
と
と
も

に

、
本
市

を
活

動
拠

人 口 と 世 帯　5 月1日現在

465,519 人 ［+1,374]

235,368 人 ［+  727]

230,151 人 ［+  647]

182,303 世帯［+1,055 ］

人口

男

女

世帯

点
と
さ
せ
な
い
た
め
に
も
次
の
事

項

に

つ

い
て

も
拒
否

し
ま

す
。

①

建
築
確
認

申
請

②
都

市
計
画

法

に
係

る
開

発
許
可

等

の
申
請

③

土
地
区
画

整

理
法

に
定

め
る
建

築

行

為
に

関
す

る
許
可

申
請

④

農
地

転
用
に

係
る
申

請

⑤
臨

時
運
行

許

可

申
請

⑥

公
共
施

設

の
使
用
吏

請

圜

松
戸

市
オ

ウ
ム
真

理
教
対

策
会

議

事
務
局
（
市

安
全
課

内
）
容
3
6
6
・

基本健康診査受診者を対象に

結果説明会を開催　　　　　 ②

まつどファミリーサポートセンター

提供会員を募集　　　　　　　 ③

平成11 年度下半期財政事情 ④ ⑤

みんなで支える国民健康保険 ⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥ ⑦

主な内容

徳
川
慶
喜

の
実
弟
で
、
松
戸
に
住
ん

だ
幻
の

将
軍
「
徳
川
昭
武
」
は
、

庶
民
の

生
活

ぶ
り
を
被
写
体
と
し
た
写
真

を
数
多

く
残
し
て
お
り

、

当
時
の

様
子

を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
と

な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
業
績

を
た
た
え
、
『
い
つ
ま
で
も
残
し
た
い
我
が
ま
ち
の
風
景
』
を
テ
ー
マ

に
「
徳
川
昭

武
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」

を
行

い
ま
す
。



結果説明会日程表

基本健康診査を受診したあなたへ

結果説明会を開催
市
で

は
、
基

本
健

康
診
査

を
受
診

し

た
人

を
対
象

に
、
左

記
の
日

程

で

結
果
説

明
会

を
行
い
ま

す
。

よ

り
健

康
で
充

実
し
た

生
活

を
送

る
た
め

に

も
、
説

明
会

に
参
加

し
て

み
ま
せ

ん
か

。

固

保

健
福

祉
課

検
診

係

容
一
’一
・
７
４

結
果
説
明
会
で
は
、
集
団
健
康
診

査
の
結
果
を
お
渡
し
し
、
ご
自
分
の

健
診
結
果
や
検
査
値
を
正
し
く
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
検
査
値
の

見
方
の
説
明
や
各
地
域
の
身
近
な
医

師
に
よ
る
講
話
が
あ
り
ま
す
。
説
明

期　日 会 場 時間

6/13W 千駄堀集会所 講受
話 け

||付
午 け

後|1
0 午
時 後

450
分 時

S 30
2 分

時 Ｓ
０

時

45
分

15 ㈲ 東部スポーツパーク

16窗 八柱市民センター

20(火)松飛台市民センター

21㈲ 五香市民センター

23銜 六実市民センター

27㈲ 中央保健福祉センター

29㈲
常盤平保健福祉センター

30㈲

7/ 4(火)古ヶ畸市民センター

5伽 常盤平市民センター

6沐）二十世紀が丘市民センター

内容･･･検査結果の見方・高血圧について

講師･‥医師・保健婦

持ち物…結果通知書・筆記用具

費用…無料

※予約不要

生活習慣病予防講演会

①7月６日困②13日困　時間い

ずれも受け付けは午前9 時45 分～

10時（終了時間11時45分ごろ）

会場①常盤平保健福祉センター②

中央保健福祉センター　内容生活

習慣病を予防するために　講師市

立病院医師・西出敏雄氏　対象健

康診査を受けた人または健康に関

心のある人　 定員各先着100 人

費用無料

圃電話で①常盤平保健福祉センタ

-S384-1333 ②中央保健福祉セ

ンター366-7486へ

※詳細については各

保健福祉センター

に直接、お問い合

わせください。
集団基本健康診査（八柱市民センターで）

会

に
は
、

医
療

機
関
で

個
別

基
本

健

診

を

受

診

し

た

人

も

参

加

で

き
ま

す

。ま

た
、

健
診

結
果

か
ら
自
分

の
健

康
状

態

の
理
解

を
深

め
、
生
活

習

慣

を
見

直
し

て
、

よ
り
健

康
的

な
生
活

を
営

む
た

め
に

、
生
活

習
慣
病

予

防

講
演

会
を

開
催
し

ま
す

。

講

演
会

に
参

加
す

る
と
、
参

加

者

を
対

象
と

し
た

栄
養
教

室

や
運
動

教

室

に
参
加

す
る
こ

と

が
で
き

ま
す

。

具
体

的
な

生
活

改
善
へ

の
行

動
目

標

を
持

ち
、

白
‥分

に
合

っ
た
よ

り
具
体

的

な
生
活

を
実

践
し
て

い
た

だ
く
た

め

に
、
教

室
に

も
参
加

ぐ
だ

さ

い
。

な
お
、
教

室
の
詳

細
に

つ

い
て
は

、

各

保
健
福

祉
セ

ン

タ
ー
に
直

接
お
問

い
合
わ
せ

く
だ

さ

い
。

健
康
診
査
を
受
診

栄

養

教

室

（
食
生
活
を
考

え
る
実
践
編
）

私
立
幼
稚
園
児
の
保
護
者
に

補
助
金
を
支
給

幼
稚
園
児
補
助
金

対
象
…
６
月
１
日
現
在
市
内
に
住
民

票

が
あ

り
、
公

認

の
私
立
幼

稚
園

に

三
・
四
・
五
歳
児
を
通
わ
せ
て
い
る

保

護
者

補
助
金
額
（
年
額
）
…
三
歳
児
＝
二

万

四
千
円

、
四

・
五

歳
児

＝
二
万

五

千

円
支
給
時
期
・：
1
0月

上
旬

申

請
手

続
・：
通
園

し
て

い
る
幼

稚
園

が
行

い
ま
す

。

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金

対
象
：
幼
稚
園
児
補
助
金
の
対
象
者

で
、
平

成
1
2
年
度
市

民
税

額

が
一
定

の
基
準

内

（
下

表

を
参
照

）

の
人

補

叨
金
額
↑：
下

表
を
参

照

支
給

時
期

…
1
2月

中
旬

申
請
手
続
き
・
通
園
す
る
幼
稚
園
で
配

布
さ
れ
る
書
類
に
記
入
の
う
え
、
幼

稚
園
に

提
出
し

て
く

だ

さ

い
。

※
市
外

の
幼

稚
園

に
通
わ
せ

て

い

る

場

合
も
支

給
対
象

に
な

り
ま

す
。

圜

夂
幼

稚
園

、
教

育
委
員

会

教
育

総

務

課
総

務
係

登
3
6
6
・
7
4
6
0

区分 基準（平成12 年度市町村民税年額） 補助金額（年額）

Ａ 生活保護世帯・市町村民税非課税世帯 133,000 円

Ｂ
市町村民税所得割非課税世帯（均等割

のみ課税世帯）
101,200 円

Ｃ
市町村民税所得割課税額が8,800 円以

下の世帯
ﾜ8,100 円

Ｄ
市町村民税所得割課税額が102,100 円

以下の世帯
54,900 円

空
き
家
入
居
者

（
待
機
者
）
を
募
集

市
営
住
宅
の
空
き
家
入
居
者
（
待
機
者
）
募
集
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
今

回
は
、
住
み
替
え
事
業
に
よ
る
新
設
の
市
営
住
宅
に
若
干
の
空
き
が
生
じ
ま

し
た
の
で
、
併
せ
て
募
集
し
ま
す
。

圖
住
宅
課
住
宅
政
策
係

昔
誣
・
7
3
6
6

入
居
資
格
：
①
松
戸
市
に
住
民
登
録

を
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
松
戸
市
内

に
勤
務
場
所
を
有
す
る
人

②
現
に
同

居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
（
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の

事
情
に
あ
る
人
、
婚
姻
の
予
定
者
を

含
む
）
が
あ
る
人

（
老
人
等
は
単
身

可
）
③
午
間
総
収
入
が
表
１
・
２
の

収
入
基
準
に
該
当
す
る
人

（
た
だ
し

表１　給与所得者1 人の場合の早見表( 前年1 年間の総収入)

家族数 ，単身者 ∠２ 人 ３ 人 ４ 人 ５ 人

原則階層

総収入金額

3,6ﾜ5,999

円以下

4,151,999

円以下

4,62'ﾜ,999

円以下

5,103,999

円以下

5,575,999

円以下

裁量階層※

総収入金額

4,695,999

円以下

5,1ﾜ1,999

円以下

5,6∠tﾜ,999

円以下

6,123,999

円以下

6,595,999

円以下

幸田第二市営住宅表2　事業所得者1人の場合の早見表

二
人

以
上

の
収
入

が
あ
る
世
帯

・
寡

婦

（
夫
）

控
除

・
身

障
者
控

除
等

に

該
当

す

る
世
帯

に
つ

い
て
は

、
金

額

が
変
わ
り
ま
す
）
④
現
に
住
宅
に
困

窮

し
て

い
る
こ

と

が
明

ら
か

な
人

申
込
用
紙
・
募
集
案
内
書
の
配
布
…

６
月

９
日

圏
～
2
2
日

木

全

・
日

曜

日
を
除
く
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時

の

間
に

、
住
宅

課

・
各

支
所

で
配
布

申
込
受

付
・：
６

月
1
6日

次
～
2
3
日

次

（
土

・
日
曜
日

を

除
ぐ
）
午
前

９
時

～

午

後
５
時

の
間

に
、
市

役
所

新
館

七

階

会
議

室
で
受

け
付

け

入
居

時
期
・：
空

き
家

が
生

じ
次
第

当

選
順

位

に
よ
り
入

居

（
平
成
1
3
年

５

月
末

日
ま

で
に

空
き
家

が
生

じ
な

い

場

合
は

、
当
選

権

が
失

効
し

ま
す

）

※
詳

細

は
、
募

集
案
内

書
を

ご
覧

く

だ
さ

い
。

※
市

役
所
内

は

、
駐
車

ス

ペ
ー
ス

が

少

な

い
た

め
、
車
で

の
来

庁
は

ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

(前 年1 年間の必要経費控除後の所得金額)

、家族数 単身者 ２ 人 ３ 人 ４ 人 ５ 人

原則階層

所得金額

2,400,000

円以下

2,ﾜ'80,000

円以下

3,160,000

円以下

3,5∠L0,000

円以下

3,920,000

円以下

裁量階層※

所得金額

3,216,000

円以下

3,596,a 0

円以下

3,9ﾜ6,000

円以下

4,356,000

円以下

4,ﾜ'36,000

円以下

※裁量階層＝高齢者・障害者・戦傷病者・被爆者・海外引揚者

の各世帯

歯
を
大
切
に

二

十
世
紀

後
半

の
歯
科
医

学
で

大

き
な
発
見

の

一
つ
に
、

歯

の
エ

ナ

メ
ル
質

の
表
層
下

が
溶

け
た
り

（
脱

灰
）
、
再

生

（
再

石
灰

化
）

す

る
と

い
う
こ

と

が
分

か

っ
た
こ
と

が
あ

げ
ら

れ
ま
す

。
エ
ナ

メ
ル
質

や
象
牙
質
の
う
触
は
、
そ
の
表
面

で

お
き
て

い
る
脱
灰

と
再
石

灰
化

の

バ
ラ
ン

ス
が
崩

れ
て
、

脱
灰

が

進

ん
だ
結
果

と
し
て

発
症

す

る
も

の
で

、
脱
灰

が
再
石

灰
化

よ
り

優

位
で
あ
る
と
、
う
触
部
位
は
欠
損

を
つ
く
り
は
じ
め
、
う
歯
（
い
わ

ゆ
る
虫

歯
）

へ
と

進
行
し

て

い
き

ま
す

。
こ

の
よ
う
な

状
態

に
な

る

前

に
、
も
し
再

石
灰

化
か

タ
イ
ミ

ン
グ
よ
く
進
め
ば
、
う
触
の
進
行

を
停
止

さ
せ

る
こ
と

が
可

能
で

、

歯
を
削

っ
て

治

療
す

る
頻

度
は

ず

っ
と
少

な
く

な

る
は
ず
で

す

。
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
て

き
た

た
め
に

、欧

米
で

は
、
患
者

さ

ん
個

々

の
カ
リ

エ
ス
リ
ス

ク

（
虫

歯

に
な
る
要

囚
）

の
診
断

や
、
積

極
的

な
う
触

予
防

治
療

が
高
く
評

価

さ
れ
る
よ

う
に

な

っ
て

き
ま
し

た

。
こ

の
よ

う
な

流
れ

の
中
、
昨

年
、
米

国

ボ
ス
ト

ン
で

「
再

石
灰

化

に
関
す

る
現
状
と

将
来

」
と
題

す

る
シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

が
開

催

さ
れ

ま
し

た
。

今

日

の
欧
米

歯
学

会
の
カ

リ
エ

ス
コ

ン
ト

ロ

ー
ル

研
究

は
、
う

触

症

の
進
行

停
止

だ
け
で

な
く

、
そ

の
進

行

を
逆
行

さ
せ

る
よ
う

な
実

験

モ

デ
ル

が
あ
り

、
臨

床
的

に
も

成
功
す

る
も

の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

こ

の
シ

ン
ポ
ジ

ウ
ム

の
中
で

、
メ

ル

ボ
ル

ン
大
学

歯
学
部

生
物

学
分

子

生
物

学
教
授
で

あ

る
エ
リ

ッ
ク

・
Ｃ

・
レ

イ
ノ
ル

ズ
博

士

が
発

表

し
た

「
牛

乳

タ
ン

パ
ク
質

か
ら

抽

出
さ
れ
た
カ
ゼ
イ
ン
ホ
ス
ホ
ペ
プ

チ

ド

（
Ｃ

Ｐ
Ｐ
）

と
非

結
晶

性
リ

ン
酸

カ
ル

シ

ウ
ム

（
Ａ

Ｃ
Ｐ
）

の

複
合
体
に
よ
る
う
触
予
防
」
が
あ

り
ま
し
た
。
Ｃ
Ｐ
Ｐ
-
Ａ
Ｃ
Ｐ
の

複
合
体
は
、
だ
液
と
と
も
に
歯
の

表
面

に
作
用

し
て

、

カ
ル

シ
ウ
ム

や
リ

ン
酸
イ

オ
ン

が
溶

け
だ
し

て

く
る

の
を
緩

和
す
る
働
き
が
あ
り
、

早
期

の
う
触

に
対

し
て

、
再
石

灰

化
状

態

を
効

果
的

に
作

り
だ
す

も

の
で

す

。
（
松

戸

歯
科

医

師
会

）

６
月
４
日
㈲
～
６
月
1
0日
出
は
危
険
物
安
全
週
間
で
す

危
険
物

守
り
の
か
な
め
は

保
守
点
検

圖
消
防
局
予
防
課
登
3
6
3
・
1
1
1
4

’

卜

｀
　

一
　

‥
‐

．

．
‘ ・

”

．‐
？
　

‥

卜
．
．

幼稚園就園奨励費補助金支給基準と補助金額

運

動

教

室

（
運
動
を
実
践

す
る
た
め
に
）

歯
丈
夫
、
胃
丈
夫
、
大
丈
夫

健
康
で
明
る
い
未
来
の
た
め
に

そ
の
七
十
五
　
虫
歯
は
治
る
？

エ
ナ
メ
ル
質
再
石
灰
化
に
つ
い
て

住
宅

市
営

結
果
説
明
会

講
　
演
　
会



あ
な
た
の

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

「
ま
つ

ど
フ

ァ
ミ
リ

ー

・
サ

ポ

ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
」
は
、
育
児
の
援
助

を
行

い
た

い
人

（
提
供
会

員
）

と
育

児

の
援
助

を
受
け

た

い
人

（
利
用

会

員
）

か
ら

な
る
会

員
組

織
で

、
会
員

相
互

に
よ

る
育
児

の
援
助

活
動

を
行

っ
て

い
ま

す
。

地
域
の
よ
り
身
近
な
人
同
士
で
お

子

さ
ん
を
預

け

た
り
、
預

か

っ
た
り

が
で

き

る
よ

う

、
ま

つ
ど
フ

ァ
ミ
リ

ー
・
サ

ポ
ー
ト

ー
セ
ン

タ

ー
は
、

あ

な

た
の
子

育
て

を
応
援
し

ま

す
。

〈
育

児

の

相

互

援

助

内

容

〉

保

育
所
（
園

）
・
幼

稚
園
・
小

学

校

お
よ

び
学

童
保

育
所

の
開
始

時
間
ま

で

、
ま
た

は
、

終
了
時

間
後

の
お
子

さ

ん
の
預

か
り
や
送
迎
を
行

い
ま
す
。

ま
た
、

保
育

施
設
等

の
休
日

の
場

合

な
ど

に
は
臨

時
的
に

終
日

お
子

さ

ん

を
預

か
り
ま

す

（
表

１
）
。

〈
提

供

会

員

を

募

集

〉

提

供
会
員

は
育

児
援
助

活

動
に

理

解
と

熱
意

が
あ

る
健
康

な
市

内
在

住

の
人

で
、

特
に
資

格

は
必
要

あ
り

ま

せ

ん
。
入

会
に

際
し
、

入
会

説
明
会

（
提
供
会
員
・
利
用
会
員
と
も
）
と
活

動

に
必
要

な
知

識
や
技

術
を

身
に
付

け

る
た
め

、
基
礎

研
修

会
に

参
加
し

て

い
た
だ

き
ま

す

（
表

２
）
。

表1

援助時間および報酬等（利用会員が提

供会員に支払う）の基準

ブ　　 獵助時間 報酬の額

月曜日から金曜日までの

午前6時から午後10 時

1時間当たり

ワ00円

土・日曜日、祝日および

年末年始ならびに上記時

胄帯以外の時

1時間当たり

900 円

圃
直
接
ま
た
は
電
話
で
、
ま
つ
ど
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

登
3
3
0
・
2
9
4
1

（
月
～
土
曜
日
の

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）
へ

表2

①利用会員・提供会員入会説明会日程表

犯
罪
被
害
者
の
相
談
窓
口

犯
罪
被
害
者
支
援
連
絡
協
議
会

犯
罪
被
害
者
支
援
連
絡
協
議
会
は

、

千
葉
県
・
松
戸
市
お
よ
び
民
間
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
構
成
す
る
被
害
者
支
援
組
織

で
す
。
犯
罪
の
被

害
に
遭
っ
て
不
安
な

こ
と
、
悩
み
ご
と

、
困
り
ご
と
、
あ
な

た
の
心
を
支
え

る
の
に
必

要
な
こ
と
な

ど
、
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

犯
罪
の
被
害
者
は
、
被
害
後
に
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
苦
し
め
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば

・
精
神
的
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
身
体
の

変
調
・
捜
査
や
裁
判
等
で
の
精
神
的
・
時

間
的
負
担

・
近
隣
の
無
責
任
な
う
わ
さ
話
や
マ

ス
コ
ミ
報
道
等
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
等

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
被
害
者
の
抱
え
る
問

題

は
、
今

、

や
っ
と
社

会
的

に
注
目

さ

れ
よ
う

と
し

て

い
ま

す

。
し

か
し

、

ま

だ
社
会

全
体

と
し
て

の
対

応
は
不

十
分

で
す

。

「
犯

罪
被

害
者
支

援
連

絡
協

議
会
」

で

は
、
犯

罪
被

害
者

に
対
す

る
支

援

活
動

は

、
今
後

、
地
域

社
会

が
果

た

さ

な
け

れ

ば
な

ら
な

い
役
割

で
あ

る

と
考

え
ま

す
。

被

害
者

の
さ

ま
ざ
ま

な
要

望
に

こ

た
え

る
た

め
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
に

よ

る
相

談
活

動
を

推
進
し

、

あ
な
た

と

ご
家

族
そ

し
て

友
人

が
安
心

し
て

暮

ら
せ

る
よ

う
、

犯
罪
被

害
に

か
か

わ

る

さ
ま
ざ

ま
な

相
談

に
応
じ

て

い
ま

す

。お
気
軽

に

ご
相
談
く

だ

さ

い
。

固
松

戸
警

察
署

公
3
6
9
・
０
１

１
０

、

松
戸

東
警

察
署

豊
3
4
9
・
0
1
1
0

稠　別 日　時 会　場 内　容

入会説明会
毎月第3火曜日

午後3 時～5 時

女性センター

ゆうまつど3 階

相互援助活動

の基本

②提供会員基礎研修会日程表

種　別 日　時 会　場 内　容

基礎研修会

6/22'困 または

ﾜ/25 ㈲午前9 時

30 分～午後ら時

女性センター

ゆうまつど4 階

相互援助活動

の基本・交流

会・事例研究

犯罪被害 者支援連絡協議会相談窓口

松戸警察署・松戸東警察署・松戸警察署防犯協力会・松戸東警察署防犯

協力会・松戸警察署管内防犯協会・松戸東警察署管内防犯協会・松戸市

学校警察連絡協議会・千葉県公共料金等暴力対策協議会松戸支部・松戸

交通安全協会・少年補導員、少年警察共砒員・医師・松戸税務署総務課

・千葉県東葛飾支庁総務課 一千葉県松戸保健所･松戸市(安全課 一市民相

談課・女性センター・消費生活課・福祉事務所) ・松戸市教育委員会(総

務課・指導課･こども課・教育研究所)

食
中
毒
が
発
生
し
や
す

い
季
節

に
入
り
ま
す
。

食
中
毒
と
い
う
と
、
レ
ス
ト
ラ

ン
や
旅
館
な
ど
の
飲
食
店
の
食
事

が
原
因
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

毎
日
食
べ
て
い
る
家
庭
で
の
食
事

で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

次
の
こ
と
を
守
り
食
中
毒

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

食

品

の

購

入

肉

・
魚

・
野
菜

な

ど
の

生

鮮
食
品

は
新

鮮
な
も

の

を

購
入
し

ま
し

ょ
う

。
特

に
要

冷
蔵

品
は

、
買

い
物

の
最

後
に

し
て
早

め
に

冷

蔵

庫
へ
収

納
し
ま
し
ょ
う
。

家

庭
で

の

保

存

冷
蔵
庫
は
1
0度
以
下
、

冷
凍
庫
は
マ
イ
ナ
ス
1
5度

以
下
に
維
持
し
、
詰
め
す

ぎ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

廣庭でできる食中毒尹肪
る
物
や
調
理
の
終
わ
っ
た
食
品
を

切
る
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う

。
ま

な
板
・
包
丁
は
よ
く
洗
浄
し
熱
湯

を
か
け
た
の
ち
使
う
こ
と
が
大
切

で
す
。
冷
凍
食
品
を
室
温
で
解
凍

す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
室
温

で
解
凍
す
る
と
、
食
中
毒

団松戸保健所生活衛生課公361 ―2121
言

下

準
備

肉

・
魚
・
卵
を
取
り
扱
っ
た
後

に
は
、
も
う
一
度
手
を
洗
い
ま
し

ょ
う
。
包
丁
・
ま
な
板
も
肉
や
魚

を
切
っ
た
後
、
洗
わ
ず
に
そ
の
ま

ま
果
物
や
サ
ラ
ダ
な
ど
生
で
食
べ

土 砂 等 を 埋 め 立 て る と き は

住民説明会の開催が必要です

千葉県が｢土砂等の埋立て等に関する指導指針」を制定

菌
が
増
え
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
解
凍
は
冷
蔵
庫
の

中
か
電
子
レ
ン
ジ
で
行

い

ま
し
ょ
う
。

調
　

理

加
熱
し
て
調
理
す
る
食

品
は
中

心
部
の
温
度
が
7
5

度
で
一
分
間
以
上
加
熱
し

ま
し
ょ
う
。

食
　

事

食
卓
に
つ
く
前
に
手
を

洗
い
ま
し
よ
う
。
清
潔
な

食
器
に
、
清
潔
な
手
で
盛

り
つ
け
ま
し
ょ
う
。
調
理

し
た
料
理
は
、
な
る
べ
く

早
く
食
べ
ま
し
ょ
う
。

残

っ

た

食

品

残

っ
た
食
品

を
保

存
す

る
場
合

も
清
潔
に
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

少
し
で

も
怪
し

い
と
思

っ
た
ら

、

食

べ
ず

に
捨
て

ま
し

ょ
う

。

市

で
は

高
齢

者
（
六

十
五

歳
以

上

）

が

在
宅
で

自
立

し
た
生

活

を
続

け
ら

れ
る
こ
と

を
支

援
す

る
た

め
、
夕

食

の
配

食

サ
ー

ビ
ス
を
実

施

し
ま

す
。

圜

介
護

支
援
課

昔
3
6
6
・
7
3
7
0

６
月
は
「
動
物
の
正
し
い
飼
い
方
推
進
月
間
」

狂
犬
病
予
防
と
動
物
に
よ
る
危
害
や
被
害
の
予

防
の
た
め
、
動
物
は
正
し
く
飼
い
ま
し
よ
う

生
後
九
十
一
日
以
上
の
飼
い
犬
は
、

登
録
と

狂
犬

病
予

防
注

射
が

義

務

づ
け

ら
れ
て

い
ま

す
。
予

防
注

射

が
ま
だ

済
ん
で

い

な
い
人

は
早
急

に

実
施
し

て
く
だ

さ
い

。

犬
の
放
し
飼
い
な
ど
不
適
切
な
飼

い

方
に
よ

る
事
故

が
多

発
し

て

い
ま
す

。
放

し
飼
い

は
絶

対
に
や

め

て

く
だ

さ
い

。
犬
の

散
歩

や
運
動

を

す
る
と

き
は
必

ず
引

き
綱

を
付

け
て

行

な

っ
て
く
だ

さ

い
。

犬
の
ふ
ん
は
、
飼
い
主
が
責
任
を

持
っ
て
始
末
し
ま
し
ょ
う
。
散
歩

の

際
に

は
ふ

ん
の

始
末

が
で
き

る

準

備
を
し

て

く
だ
さ

い

。

捨
て
犬
や
捨
て
猫
は
や
め
て
く
だ

さ
い
・

子

ど

も
を

増
や

す

つ

も

り

の
な
い

飼
い
犬

・
猫
は

不
妊
手

術

を

受
け

さ
せ
ま

し

ょ
う

。

犬
舎
の
周
囲
は
常
に
清
潔
に
し
て
、

悪
臭
や

、
虫

の
発

生
を
防

ぎ
ま

し

ょ
う

。
ま
た

、
鳴

き
声

な
ど

で
他

人
に

迷
惑

を
か

け
な

い
よ

う
日
ご

ろ

か
ら

適
正

な
し
つ
け
を
し
ま
し

ょ
う
。

匱

松

戸
保
健

所

登
刪

・
2
1
2
1

油類の適正な監理の再点検

'最近、市内河川の油類流出事故

により、河川管理者 ・水道局・市

が緊急出勤する事態がたびたび起

こっています。

油類は少量でも川面に広がって、川

の汚濁の原因になります。また 、この

川の水は私たちの飲み水にもなります。

工場・事業場の皆さん、もう一度、

油類の適正な管理についての点検をお

願いします。

また、家庭の皆さんも 、食用油は油

こし でこして再利用するなどの工夫を

して、自分たちでできる油類の対策を

考えてみてください。

ご協力をお願いします。

回環境保全課水質保全係B366-7337

平

成
1
2年
度
戦
跡
慰
霊

巡
拝

対
象
①
戦
跡
慰

霊
巡
拝
を
行
う
戦

域
に
お
け
る
戦
没
者

の
遺
族
（
配
偶
者
・
父
母

・
子

・

兄
弟
姉
妹
）
②
健
康
状
態
の
良
好
な

人
③
原
則
と
し
て
七
十
五
歳
以
下
で

あ
る
こ
と
。

※
参
加
者
に
は
、
国
お
よ
び
県
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
三
分
の
一
の
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

圃
所
定
の
様
式
に
、
死
亡
公
報
の
写

し
ま
た
は
戦
没
者
の
除
籍
謄
本
と
医

師
の
証
明
書
等
を
添
え
て
、
福
祉
事

務
所
窓
口
へ

圖
福
祉
事
務
所
援
護
係
公
3
6
6
・
７
３

‥･ 地 域

｀｀　　 ｀/゛ ゛　 兮丶` 「`

……… 実施 時 期卜 。 卜　概算経費

旧ソ連墓参（6ヵ所） ﾜ月下旬～9 月下旬 25 万円～35 万円

中　国 8月下旬 30 万円～35 万円

硫黄島 10月上旬､2 月上旬 1万円

トラ ソヽク諸島 12 月上旬 35 万円～40 万円

東部ニューギニア 2月中旬 剣万円～46 万円

ミャンマー 2月下旬 ∠1ﾜ万円～52 万円

フィリピン 3月上旬 38 万円～43 万円

利
用

で
き
る
人

調
理
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
次
の

世
帯
▼
ひ
と
り
暮
し
の
高
齢
者
世
帯

▼
高
齢
者
の
み
の
世
帯

▼
高
齢
者
と
障
害
者
の
み
の
世
帯

配

食
開
始
予
定

▼
７
月
開
始
を
予
定

利
用

料
金

▼
一
食
当
た
り
四
百
円

申
し
込
み
先

▼
お
近
く
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
ま
た
は
介
護
支
援
課
へ

千葉県は、「千葉県土砂等の埋立て等による土壌の汚

染及び災害の発生の防止に関する条例」を平成10 年1 月

から施行し 、土砂等の適切な埋め立てを推進し ていま

す。

さらに県は、住民の不安を解消するため、事業者が

県に許可申請書を提出する前に、あらかじめ住民説明

会を開催したり 、市町村長に対する説明などの実施を

求めることを内容とする指導指針を制定し 、6月１日か

ら施行されました。

事業者は､埋め立て区域の面積が3,000平方メートル以上の

埋め立てをするときは、

①地域住民に対して、計画概要や環境保全上の留意点の

説明会の開催

②関係市町村に対して、計画概要や地域住民への説明会

の実施状況等の説明

③関係市町村長や地域住民の代表者から環境保全のため

に守らなければならない事項について協定を結ぶ申

し出があった場合は協定の締結に努める

④県への許可申請にあたっては、説明会などの実施状況

報告書を添付する

ことが必要となります。

事業者の皆さんのご協力をお願いします。

圖環境計画課管理係S366 ―「ｱ331

ま
つ
ど
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
ー
セ
ン
タ
ー

高齢者等に配
食サービス



平 成 １１年 度 下 半 期

（平成11年10月1日～12年3月31日)

一 般 会 計

一般会計予算の執行状況は下表のとおりです。平成11 年度の最終予算額

(予算現額)は1,142億2,87万円になりました。

当初予算額は1,086 億2,000 万円でしたが，その後3回の補正によって，

56億827万円を追加したものです。

県支出金･使用料および
子 紘

市が 国や銀行から

長期 に借りたお金

42 ≪8,360 万 円

(14 億5,110 万 円)

自 治体 が一定 水準の財l

政運営 を行うために国

から交付 されるお金

92 億4,239 万8 千 円

(94 億5,340 万8 千｢

１１１ｲ意ﾜ,8ﾜO 万3 千 円

(102 億∠啗4 万6 千円)

歳入

特別会計

（　）内は収入済額です

市民税・固定資 産

税・市 たばこ税 ・

都市計画税 など

663 偸円

(651億1,481万2千円)

平成11年度下半期の財政事情を公表します。11年度は、総

合計画に基づく第1次実施計画の2年目であり、計画に盛り込

まれた諸施策の目標達成のため、歳入の確保と歳出の効率的

な執行に努めてきました。

今後も評価システムの導入や財政改革計画を着実に達成す

ることで事務事業の見直し等を行い、それにより経費の節減

を図りながら、すべての市民の皆さんが安心して潤いのある

生活ができるまちづくりの達成を目指します。

圖財務本部企画管理室15366-7315

予算額に対して、平成12 年3月31 日現在の収入済額は1,065 億9,648万6千

円で、収入率は93.3%です。支出済額は1,065億7,098万8千円で執行率は

93.3%です。一時的な支払い資金の不足については、財政調整基金等を繰り

替え使用していますが、５月末日までには不足額に見合う収入がありますの

で、不足額は補てんされます。

消防費・議会費・商工 費・

農 林水産業費など

94億4,292 万4千円

(85 億ﾜ,ﾜ00 万円)ツ

市役所の事務管理 や広 報

まつどの発行など

123ｲ 意3,261 万8 千 円

(113 億6,199 万5 千 円

教育 ・文化 ・スポ ーツ ，

の振興など　　　　　1

13ﾜ 偸5,143 万8 千 円

(129ｲ 意8,080 万3 千 円)

市債の返 済に充 てるもの

国民健康保険や下水道などの特定の事業については、原則としてその収入を

支出に充てるため 、一般会計とは別に特別会計としています。

国民健康保険特別会計ほか5 特別会計の予算執行状況は、下表のとおりです。

（）内は支出済額です

社会施設や児童福祉の充実

285 億6,195 万1千円

2ﾜ3 億8,549 万4千円

歳　 出

/予算現額1,142 億2,827 万円　　`

[繰越分　30 億9,868 万1千円]

支出済額1,065 偸7,098 万8千円

〔繰越分　　29 億ﾜ,853 万囲
匸

執行率　933 ％ノ

[繰越分96.196]

161億4,171万7千円

(160 億9,992万5千円)

／ 道路・河川・公園
の整備など

1ﾜ6 億5,01｢ｱ万1 千円

( 拓2 億3,208 万9 千円)

亠
二丿 亠冫黔’ご み対策や保 健

゛`　　　　　 衛生の充実

163 億4,ﾜ45 万1 千 円

(149ｲ 意3,368 万2 千 円 ）

会　　計　　名 予　算　現　額 収　人　済　額 収入率(％) ｡支　出　済　額 執行率(％)
松戸競輪事業で得られた収益金は、一般会計に繰り入れ
て下表のとおり使用しています。

国民健康保険特別会計 252 億9,56ﾜ 万9千円 238 億2,290 万1千円 94.2 220 億4,ﾜ01 万円 8ﾜ.2

松戸競輪特別会計 ﾜ8 億490 万円 ﾜO億1,ﾜ03 万8千円 89.9 65億4,998 万6千円 83.9
／ 競輪事業収益金の使途状況

下水道事業特別会計
(19 億134 万ﾜ千円)

巧ﾜ 億8,205 万9千円

(19 億13∠1万ﾜ千円)

98億305 万8千円

(100,0)

62.1

(18 億4,310 万ﾜ千円)

123ｲ意6,9ﾜﾜ万円

(96.9)

ﾜ8.4
区　分 金　額

公設地方卸売市場事業

特別会計
5億3,068 万9千円 4億9,ﾜ62 万3千円 93.8 4億6,159 万4千円 8ﾜ.0 民 生 貲

-一一

土 木 賈

3,000万円

老人保健事業特別会計

，駐車場事業特別会計

220 億9,550 万円

3偸2,442 万4千円

208 億1,405 万2千円 94.2 200ｲ意4,355万6千円 90.ﾜ 6,000万円

2億8,9ﾜ1 万9千円 89.3 2億ﾜ,634 万8千円

(18 億∠に310万｢ｱ千円)

６評億4,826 万4千円

85.2

(96.9)

86.0

教 育 費 3,000万円

ｓ　　　 計
(19 億134 万ﾜ千円)

｢ｱ18億3,325 万1千円

(19 億134 万ﾜ千円)

622 億4,439 万1千円

(100.0)

86.ﾜ
合　計 1ｲ意2,000万円，

水道事業および病院事業会計の予算執行状況は、下表の

とおりです。各公営企業とも健全な経営に努めています。

収益的収支

…経常的な収入と 支出

資本的収支

‥･建物や備品など にかかる

収入と支出

区　分 予 算現額 収入支 出 済額 収入・執行率(％)

に り も 市
つ ま の 内
い す と の
て が 市 水
で　` 営 道す こ の は

゜れ も　`
は の 県
市 が 営
営 あ の

／

水
道
事
業
会
計

収益的収入 17億4,603万8千円 17億4,707万5千円　　　100.1

収益的支出 17億1,35ﾜ万6千円 16億ﾜ,6引 万5千円 97.8

資本的収入

(逓次繰越)
資本的支出

7億3,639万6千円

(966 万4千円)

8億5,256 万9千円

7億5,601万5千円 102.7

(531 万4千円)

8億2,761万7千円

(55.0)

97.1

病
院
事
業
会
計

収益的収入 1ﾜ4 億1,923 万8千円 169億1,021万4千円　　　　97 .1
わ ン 市
せ 夕 立
た　｜　病
收 東 院
支 松 と
で 戸 福
す 病 祉
゜院 医
を 療
合 セ

／
収益的支出 1ﾜ4 億1,923 万8千円

5億1,660 万5千円

170億2,983万円　　　　97.8

資本的収入 5億1,811 万2千円 100.3

資本的支出 9ｲ意3,996万4千円 9ｲ意517万6千円 96.3

収入額が支出額に不足する額は 、内部留保資金で補てんします。

一般会計から下記の各会計へ繰り出して使用しています。

一　般　会　計
繰出先の会計名

款 繰出金額

民生費 29億3,833 万9千円 国民健康保険特別会計

衛生費

14億2,324 万6千円

1億34 万6千円

老人保健事業特別会計

水道事業会計

30億5,406 万9千円 病院事業会計

公設地方卸売市場事業特別会計商工費

土木費

2ｲ意1,916万4千円

｜
1億8,400 万円　I駐車場事業特別会計

54ｲ意9,ﾜ36万ﾜ千円　 下水道事業特別会計

合　計 134 億1,653 万1千円

財政事情の公表

国が負担する負担金・
補助金・委託金

（　）内は前年度の繰越分

____　__

特 別 ・ 企 業 会 計 へ の 繰 出 金 の 状 況企業会計

加 算現額1,142億2,827万円　 ＼

〔繰越分　　30億9拐8 万仟 円〕

収入済額1,065億9,6∠旧万6千円

[繰越分　　28億581 万4千円]二

又入率　933
匸

|膚　　
〔繰越分　90,5％〕



国民健康保険は助け合いの制度です

勿
四
十

歳
か
ら
六
十
四
歳
の
人

は

介

護
保

険
の

第
二
号
被
保

険
者
と

な
り
ま
す

第
二
号
被
保
険
者
と
な
る
の
は
四

勿
納
入
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

平
威
1
2
年
度
の
納
入
通
知
書
は
6

月
1
2
日
㈲
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

40～64歳の

国民健康保険加入者

介
護
保
険
制
度
は
、
健
康
保
険
、

年
金
保
険
な
ど
に
次
ぐ
新
し

い
社
会

保
険
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
は
四
十

歳
以
上
の
皆
さ
ん
か
ら
新
た
に
介
護

保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
、
そ
の

お
金
を
使
っ
て
寝
た
き
り
や
痴
ほ
う

の
高
齢
者
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

勿
四
十

歳
か
ら
六
十
四

歳
ま
で
の

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の

保
険
料

従
来
の
医
療
分
保
険
料
と
、
介
護

分
保
険
料
と
の
合
算
額
が
国
民
健
康

保
険
料
と
な
り
ま
す
（
下
表
１

・
２

参
照
）
。

世
帯
に
第
二
号
被
保
険
者
が
い
な

い
場
合
は
医
療
分
保
険
料
の
み
と
な

り
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
り

ま
し
た
。

四
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の
国
保
加
入

者
は
、
従
来
の
医
療
分
保
険
料
と
介
護
分
保

険
料
を
合
算
し
た
額
を
国
民
健
康
保
険
料
と

し
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
回
は
、
保
険
料
の
算
定
方
法
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

固
保
険
課
容一
’一
・
7
3
5
3

十

歳
到

達
月
（
誕

生
日

の
属
す

る
月
）

か

ら
で

す
。

た
だ
し

、
１
日

生

ま
れ

の
人

は
前

月

が
到

達
月
と

な
り

ま
す

（
例

…

９

月

１
日

生

ま

れ

＝
８

月

、

９
月

２
日

～
3
0
日
生

ま
れ

＝
９
月

）
。

年

度
途
中
で
四

十
歳
に
な

る
人

は
、

四

十
歳
到

達
月

か
ら

月
割
り

算
定

し

た

額

（
介

護
分

保

険
料
）

を
納

め
て

い
た
だ

く
こ
と

に

な
り
ま
す

。

保険料は国保の大切な財源です
●納付義務者は世帯主

保険料は世帯主に通知し 、世帯主に納めていただき

ます。世帯主がほかの健康保険に加入している場合も

同じです。

●保険料軽減制度

所得が一定の基準以下の世帯は、国民健康保険料が

軽減されます。

ただし 、所得を申告していない場合、軽減はできま

せん。

●保険料を滞納すると

納期限から一定期間経過後滞納がある場合( 特別な事

情を除く) は 、被保険者証の返還を求めたり、資格証

明書の交付・保険給付費の一時差し止め等を行うこと

になります。

表1　国民健康保険加入者の保険料の計算方法

国
民

健
康
保
険
料

区分

一一

一一

所得割額

＋

＋

均等割額

医療分
国保加入者の算定

基礎額×8.98 ％

国保加入者数×

13,950 円

介護分

40 歳～64 歳の 国

保加入者の算定基

礎額×0.ﾜ4 ％

40 歳～64 歳の

国保加入者数×

ﾜ,140 円

鰯
活

用

し

て

く

だ

さ

い
、「
国

保

の

し

お

り
」

納
入

通
知
書

に

は
、
国

民
健
康

保
険
に
関
す

る
パ
ン

フ
レ

ッ
ト
「
国

保

の
し
お

り
」（
市
役

所
本

館
一

階

の
保

険
課

・
各

支

所

で

も
配

布

）

を
同

封

し
ま

す
の
で

、

ご
活

用
く

だ
さ

い
。

今
回
送
り
才
す
る
納
入
通
知
書

に
は
、
加
入
者
ご
と
の
保
険
料
が

わ
か

る
よ
う

に
、
内

訳

（
医

療
分

・
介

護
分

）
を
記

載
し
て

い
ま

す
。

保 険 料 の 納 付 は 、便 利 な 口 座 振 替 で

・申し込み用紙は､納入通知書に添付しています。

・市外の金融機関でも松戸市に本・支店があれ

ば口座振替の手続きができます。

・郵便局でも自動払込の手続きができます。

｜　　　　　　　　　
。

レ 最 高 限 度 額　l･

----･ － －世 帯 当 た り53 万

円 を 超 え る と き は

53 万 円 と な り ま す

ｰ---1世 帯 当 た りワ万 円

を 超え る と き は7 万

i円 とな り ま す
ｰ--------- 一一･--

市民の負担状況

皆さんにご負担いただいた市税

を市民1人当たり 、また1世帯当た

りに換算したものは、下表のよう

になっています。

平成12 年3 月31 日現在

人口　459,  501人

世帯　183,  812世帯

で算出

区　　分 1世帯当たり 1人当たり

市　民　税 18万3,712 円 ﾜ万3,490円

固定資産税

都市計画税

12万3,110 円

2万3,26ﾜ 円

4万9,24ﾜ円

9,30ﾜ円

そ　の　他 2万4,158 円 9,664円

乙　　 Ξ。　　 計 35万4,24ﾜ 円 14万1,708 円

市有 財 産 の 現 在 高

市の財産には、土地や建物のほか、特定の目的のために資

金を積み立てたり、定額の資金を運用するために設けた基金

などがあります。主な財産の現在高は、下記のとおりです。

１　基　金

①財政調整基金………………………　1? 億9,124 万8千円

②国民年金印紙購入基金…………………………　850 万円

③土地開発基金……………………………………　48 億円

④学童災害共済基金………………………　2,269 万5千円

⑤松本清奨学基金………………………………　5,000 万円

⑥高額療養蘿蔔付基金…………………………　1,500 万円

⑦国民健康保険事業財政調整基金………　7 億5,000 万円

⑧福祉基金………………………………2 億5,883 万2千円

⑨美術品等取得基金………………………　4 偸1,000 万円

⑩白井聖地公園基金……………………………　ﾜ,1ﾜ8 万円

⑩文化施設建設基金……………………1 億2,288 万4千円

⑩市債管理基金…………………………………　2,500 万円

⑩平和基金……………………………………………　1 億円

⑩職員退職手当基金…………………………………　1 億円

⑩少子化対策基金………………………3 億∠1,866万1二T!円

⑩介護保険円渭導入基金……………　17 億9,152 万9千円

２　有価証券および出資による権利……24 億5,078 万5千円

ｑ　十他冫IQよ7y謔仙

①土地　3,025,813.ﾜ8m 刎うち土地開発基金19,468.61m り

②建物　　891,286.22m2

4　車両（総台数454 台）　　　　　　　　　　　　　‘

①乗用車…30 台　②貨物車……129 台　③消防車… 刀 台

④救急車…11 台　⑤軽自動車…103 台　⑥その他…104 台

地 方 債 の 現 在 高

市は、教育・士木・社会福祉・衛生・消防など各種事業を

行っています。これらの経費は、市民の皆さんに負担してい

ただく市税、国や県からの補助金など、その年度の収入で賄

われています。

しかし、事業の効果が後世にも及ぶものについては、将来

の市民の皆さんにもその負担をしていただいた方が、税負担

の公平を図ることができることから、市は国や銀行などから

長期で返済する資金(地方債)を借りてそれを費用の一部に充

てて事業を進めています。

借入金残高は、下表のとおりです。今後とも、将来の財政

負担を十分に考慮しながら地方債を活用していきます。

一時借入金の現在高

表2 国民健康保険加入者の保険料の計算例

区　分 年　齢 算定基礎額
所得割額
Ａ

均等割額

Ｂ

個人算出額

Ａ十B

平 等割額

Ｃ

算出金額

Ａ十Ｂ十Ｃ

／ﾀﾞ

医
療
分

世帯主 45歳 2,550,000円 228,990円 13,950 円 242,940 円
／

／

／
／

／

／

／

／／

／／

妻 43歳 〇円 O円 13,950 円 13,950 円

子 18歳

71 歳

Ｏ円

ﾜ00,000 円

O円 13､950 円 13,950 円

親 62,860 円 13,950 円 ﾜ6,810 円

世帯の保険料の合計額　　　291,850 円 55,800 円 34ﾜ,650 円 9,890 円 ①35ﾜ,540 円

介

護

分

世帯主 45 歳 2,550,000 円 倡,8ﾜO 円 ﾜ,纐O 円 26,010 円 /
/

//

//

//

/
//

／

妻 43 歳 O円 O円 ﾜ,1∠LO円 ﾜ,拯O 円

子 18 歳 対 象外 - - -

親 ﾜ1 歳 第1 号該当者 一 - -

世帯の保険料の合計額 18,8ﾜO 円 14,280 円 33.150 円 - ②33,150 円

12年度の国民健康保険料　390,690 円＝①35ﾜ,540 円十②33,150 円

※支払いは6月～13 年3 月までの10回払い

●算定基礎額の計算方法●

（1）給与所得の場合

収入金額―給与所得控除額一給与特別控除額（20,000 円）‐ 基礎控除額(330,000 円）

（2）年金所得の場合

収入金額―公的年金等控除額一基礎控除額(330,000 円）

※65 歳以上の人については、さらに170,000 円を控除します。

（3）営業、農業 、その他の事業 、利子、配当、不動産、雑（年金を除＜）、総合譲渡、一時、土地等

の事業・雑分離譲渡、山林所得の場合

収入金額一必要経費一基礎控除額(330,000 円）

※営業・農業等の専従者控除、分離譲渡の所得税法の特別控除は適用されません。

※2種類以上の所得のある人は、所得を合算して基礎控除額は1人330,000 円です。

介
護
分
の
保
険
料
が

合
算
さ
れ
ま
す
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文

学

連
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講

座

「

中

国
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典
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学

ぶ
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①
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月
纐
日

廊

②
2
1日

廊

〔
全

二

回
〕

午
前
９

時
3
0
分
～
‥
‥
時
3
0
分

会
場

市

民
劇
場

内

容
①

主
な
中

国

古
典

に
つ

い
て

②
四
千

年
の

知
恵

に

学
ぶ

生

き
る
ヒ
ン

ト
　

講

師
作
家

・

守
屋

洋
氏
　

定

員
五
十

五
人
（
抽

選
）

費
用

無
料

圃

６

月
2
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火
〔
必
着
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ま
で

に
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往

復
ハ
ガ
牛
に
住
所
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氏
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年
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・

電
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番
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入
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て
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－
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松

戸
市
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立
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書
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］
青
少
年
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学
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講
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「
引

き
こ

も
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た
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６
月
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0日
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午
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1
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～
正
午

会
場
市
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劇
場
　
講
師
子
ど
も
家
庭

教
育
フ
ォ
ー
ラ
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代
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・
富
田
富
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也
氏
　
定
員
先
着
五
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人
　
費
用
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電
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青
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］
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収
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時
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0
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時
　

会

場
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オ
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カ
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ビ
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・
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用
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２
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４
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用
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メ
イ
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ス
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エ
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ダ
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ク
ラ
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・
渡
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・
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1
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］
松

戸

史
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講

演

会

6
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1
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前
1
0
時
～
正
午

会
場
馬
橋
東
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容

ヒ
ト
は
い
つ
か
ら
人
間
に
な
っ
た
か

講
師
永
淵
定
氏
　
費
用
無
料

圖
松
戸
史
談
会
・
神
尾
　
3
4
1
・
2
4

5
8
（
夜
間
の
み
）

［
］
葵

会
小

唄

・

三

味

線
矢

切

教

室
６
月
1
6
日
～
7
月
2
1
日
の
毎
週
金

曜
日
〔
全
六
回
〕
午
後
Ｏ
時
3
0分
～

１
時
3
0
分
会
場
矢
切
公
民
館
内

容
小
唄
　

費
用
無
料

胆

小
唄
葵
会
・
鈴
木
　
3
6
2
・
7
3
0

6
（
夜
間
の
み
）

［
］
日

舞

新

舞

踊
講

習

会

①
6
月
1
0
日
出
・
1
1
日
日
②
6
月

1
2
日
㈹
・
1
4
日
團
③
6
月
1
3
日
火
・

1
8
日
日
、
各
午
後
１
時
～
４
時
　
会

場
出
馬
橋
東
市
民
セ
ン
タ
ー
②
八
ケ

崎
市
民
セ
ン
タ
ー
③
新
松
戸
市
民
セ

ン
タ
ー
　
内
容
短
い
日
舞
・
新
舞
踊

費
用
一
回
五
百
円

※
初
心
者
歓
迎

題
邦
舞
の
会
・
藤
間
　
3
4
2
・
2
1
7

1

【
】
運

転

免

許

特

別

講

習

会

６

月
2
5日

跡
午

前
1
0時

～
正

午

会
場
ふ

れ

あ
い
2
2（
健

康
福

祉
会

館
）

内
容
運
転
免
許
更
新
時
の
講
習
　
（
一

年
以

内
に

運

転
免
許

を
更

新
す

る
人

は
、
当
講

習

を
受

け
れ

ば
更
新

時
の

講
習

が
免
除

さ
れ

ま
す

）
　

対

象
七

十

五
歳

未
満

の
人
　

定

員
先

着
六
十

人
　

費

用
千

七
百

円

※
運
転
免
訐
の
更
新
対
象
者
で
な
く
、

安
全

運
転

を
身
に
付

け

た
い
人

は

無
料

で
受

講
で

き
ま

す
。

圃

６

月
1
6日
㈲

屁
晉

〕
ま
で
に

、
運

転
免

許
証

の
コ

ピ
ー
を

郵
送

で

、
〒

2
7
0
-
2
2
5
2
松
戸
市
千
駄
堀
八
六

○
　

松

戸
市

身
障

運
転

者
協

会

二
剛

田

（

容
3
8
7
・
2
9
4
8

）
へ

「

」
介

護

講

習

会

6
月
2
1
日
水
午
後
１
時
～
３
時

会
場

松
戸

南
郵

便

局
　

内

容
講

議
＝

「

介
護
と
は
」
、
実
技
＝

シ

ー
ツ

交

換

・
食

事
介

護
な
ど
　

講

師
介

護
福

祉

士

・
高
橋

篤
子
氏
　

定

員
先

着
二

十

人
　

費
用

無
料

圃

電

話
で
松
戸

南
郵
便

局
総
務

課

昔

8
3・
2
1
6
2

へ

３［

］
舞

踊

無
料

講

習

会

①
②
③
6
月
2
6
日
、
7
月
3
日
・

1
0
日
の
月
曜
日
④
6
月
2
8
日
、
7
月

５
日
・
1
2日
の
水
曜
日
、
各
午
後
１

時
～
４
時
　
会
場
①
五
香
市
民
セ
ン

タ
ー
②
明
市
民
セ
ン
タ
ー
③
女
性
セ

ン
タ
ー
ゆ
う
ま
つ
ど
①
稔
台
市
民
セ

ン
タ
ー
　

内

容
盆
踊
り

Ｉ
詩
吟

舞

踊
・
新
舞
踊
の
講
習

圖
立
詩
吟
舞
踊
愛
好
会

爪

島

登
3
4
1

・
2
8
0
9
（
夜
間
の
み
）

【
】
松

戸

青
年

社

交

ダ

ン

ス

初
心

者

講
習

会

6
月
1
3
日
～
7
月
４
日
の
毎
週
火

曜
日
〔
全
四
回
午
後
7
時
3
0
分
～
９

時
　
会
場
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容
ジ
ル
バ
・
ブ
ル
ー
ス
・
ワ
ル
ツ

対
象
三
十
歳
ま
で
の
人
　
費
用
千
円

圖
松
戸
青
年
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

・
大
木

登
0
9
0
・
２
４
７
３

・
3
8
2

8
（
夜
間
の
み
）

「
」
救

急
法

講

習

会

7
月
2
8
日
金
午
後
１
時
3
0
分
～
３

時
3
0分

会
場
東
葛
飾
合
同
庁
舎

内
容
乳
幼
児
の
緊
急
時
の
対
処
方
法

-
心
肺
そ
生
法
を
中
心
に
　
対
象

乳
幼
児
を
持
つ
人
な
ど
　
定
員
先
着

三
十
人
　
持
ち
物
動
き
や
す
い
服
装

・
ハ
ン
カ
チ
　
費
用
無
料

圃
電
話
で
松
戸
保
健
所
地
域
指
導
課

登
3
6
1
・
2
1
2
1

へ

【

】
御

陣

屋

太

鼓

の

会

・

盆

太

鼓

教

室

7
月
２
日
日
・
８
日
出
・
1
6
日
日

〔
全
三
回
〕
各
午
前
９
時
～
正
午
　
会

場
門

前
会

館

（
八

柱

駅
下
車

徒
歩

三

分
）
　
対
象
子
ど
も
（
小
学
一
年
生

以
上
　
費
用
無
料
（
バ
チ
が
な
い
場

合
は
二
千
円

程
度
）

昌

御

陣
屋
太
鼓

の
会

・
倉
田

四
叩

2
6
6
2

「
」
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ン

ス

ト

ラ

ク

タ

ー

養

成

講

座

６

月
～

平
成
1
3
年
１

月
の

第
二

・

四
木
曜
日
（
土
・
日
曜
日
の
場
合
も

あ
リ
）
、
午
後
６

時
3
0分
～
８

時
3
0分

会
場

馬

橋
東
市

民
セ
ン

タ

ー
ほ

か

対
象

高
校

生
以
上

の

人
　

定
員
先

着

三
十

人
　

費
用
四

万

五
千

円

圃
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
、
住

所

・
氏
名

・
電

話
番

号

・
フ
ァ
ク

ス

番
号
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
0
-
2
2
1

8

松

戸

市

五

香

西

一
の

二

九

の
七

松
戸
レ

ク
リ

エ

ー
シ

ョ
ン

協

会

・
白

井
直

裕

容
囲
3
8
7
・
2
4
4
3

へ

松
戸
市
美
術
展
覧
会

Ｈ
】
時
・
＝
6
月
1
3
日
出
～
2
5
日
総
午

前
1
0
時
～
午
後
6
時
〔
1
9
日
㈲
は

叉
化
ホ
ー
ル
は
休
館
、
2
5
日
日
は

午

後
４

時
ま

で
〕

会
場
：
文
化
ホ
ー
ル

お

よ
び
ア

ー
ト

ス
ポ

ッ
ト

ま

つ
ど

内

容

…
日

本
画

・
洋

画

・
彫

刻
（
公
募

展
）

費

用
・：
無
料

圖
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係

3
6
6
・
7
4
6
2

「
」
青
少

年

会

館

ト

レ

ー
ニ

ン

グ

機

器

操
作

講

習

会

６
月
1
7日
出
午
後
１

時
3
0分
～
３

時
3
0分
　
会
場
青
少
年
会
館
樋
野
口

分
館
　
対
象
十
六
歳
以
上
の
人
　
定

員
先
着
二
十
人
　

持
ち
物
運
動
着
・

上
履
き
　
費
用
無
料

圃
電
話
で
青
少
年
会
館
一
一
叩
８
５

【
】
柿

ノ
木

台

公

園

体

育

館

ト

レ

ー
ニ
ン

グ
機

器

操

作

講

習
会

６
月
1
1
日
剛
・
1
8
日
日
午
前
1
0
時

～
正
午
　
会
場
柿
ノ
木
台
公

園
体
育

館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
　
対
象
高
校
生

以
上
の
人
　

持
ち
物
運
動
着
・
上
履

き
　
費
用
無
料

圃
当
日
会
場
で

圈

ス
ポ
ー
ツ
課

容
3
6
3
・
9
2
4
1

［
］
市

民
ゴ

ル
フ

競

技

大

会

7
月
3
日
月
　
会
場
藤
ケ
谷
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
　
定
員
男
子
の
部
＝

先

着

百
五
十

人

・
女

子
の

部
＝
先

着

五
十

人
　

春
用

四
千
円
（
別

に
プ
レ
ー
費
等
約
二

万
二
千

円
）

匣
６
月
1
0
日
出
午
前
1
0
時
か
ら
、
直

接
松
戸
市
体
育
協
会
事
務
局
（
運
動

公
園
内
ス
ポ
ー
ツ
課
）
へ

圜
松
戸
市
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
協
会

・
小
林

昔
3
6
5
・
4
8
3
8

「
」
市

民

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

夏

季

混

合

大

会

7
月
2
日
日
午
前
９
時
～
午
後
7

時
　

会
場

運
動
公

園
体

育
館
　

内

容

混
合
ダ
ブ
ル
ス
（
一
～
四
部
）
　
対
象

市
内

在
住

・
在

勤

・
在

学
の

人
　

費

用

二
千

円

、
協

会
登
録

者
千

二
百

円

圃
６
月
1
6
日
金
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
所

定
の
振
込
用

紙
ま
た
は

現
金
書
留
で

、

〒
2
7
0
-
0
0
1
3
　
松
戸
市
小
金
　
き
よ

し
ヶ
丘
三
の
二
の
一
　
佐
藤
豊
志
（
昔

3
8
6
・
5
5
9
6

）
へ

［
］
弓
道
市
民
遠
的
大
会
兼
県
民

体

育

大

会

選
手

選

考

会

7
月
２
日
日
午
後
１
時
か
ら
　
会

場
東
京
武
道
館
遠
的
場
（
千
代
田
線

綾
瀬
駅
下
車
）
　
対
象
市
内
在
住
の

人
　

費
用
千
円

圃
６
月
2
5日
剛
ま
で
に
、
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
松
戸
市
弓
道
連
盟
・

斎
藤

昔
隰
3
6
3
・
5
9
7
3

へ

［

］
初

心

者
な

ぎ

な

た

教

室

６
月
1
0
日
・
1
7
日
・
2
4
日
の
各
土

曜
日

【
全
三
回
】
午
後
５
時
3
0分
～

7
時
3
0
分
　
会
場
上
本
郷
第
二
小
学

校
体
育
館
　
対
象
小
学
三
年
生
以
上

費
用
無
料

圃
電
話
で
松
戸
市
な
ぎ
な
た
連
盟
・

藤
本

昔
3
6
2
・
9
9
4
0

へ

（
当
日

、

会
場
で
申
し
込
み
も
可
）

【

】
初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

ワ

月
１

日

～
９

月
3
0
日
の

毎
週

土

曜
日

午
前
８

時
～
９

時
4
5分
　

会
場

中
央
公

園

庭
球
場
　

対

象
市

内

在
住

・
在

勤
の

人
　

定
員
七

十
人
（
抽
選
）

費
用

九
千

円

（
保

険

料
を
含

む
）

圃
６
月
1
0
日
倒
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
往

復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号

・

返

信
用

あ

て
名

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
0
-
8
6
9
1
　
松
戸
北
郵
便
局
私

書
箱
一
二
号
　
松
戸
テ
ニ
ス
協
会

・
平

木

（

公
3
3
0
・
4
1
1
2

）
へ

［

］
初

心

者

テ

ニ

ス

教

室

7
月
６
日
～
1
0
月
2
6
日
の
毎
週
木

曜
日

（
祝
日

を

除

く
）
Ａ

ク
ラ

ス
＝

午

前
９

時

か
ら

、
Ｂ

ク
ラ

ス
＝

午
前

1
0
時
3
0
分
か
ら
　
会
場
栗
ケ
沢
公
園

庭
球

場
　

対
象

市
内

在
住

・
在

勤
の

人
　

費
用

一
万

二
千

円

（
保
険

料
を

含
心

）

圃
６
月
1
0
日
出
〔
必
着
〕
ま
で
に
、
往

復
ハ
ガ
牛
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号

・
希
望
ク

ラ
ス
（
第
二
希

望
ま
で
）

・
返
信
用
あ
て
名
を
記
入
し
て
、
〒

2
7
0
-
8
6
9
1
松
戸
北
郵
便
局
私
書

箱

一
二
号

松
戸

市
テ

ニ
ス

協
会

・

「

」
市

民

水

泳

教

室

①
7
月
1
7
日
㈲
～
2
1
日
金
②
7
月

2
4
日
㈹
～
2
8
日
金
、
各
午
後
５
時
3
0

分
～
7
時
　
会
場
中
央
公
園
プ
ー
ル

対
象

市
内
在

住

・
在
勤

・
在
学

の
小

・
中

・
高
校

生
お
よ

び
一
般
（
初
心
者

コ

ー

ス
あ
リ

）
　
定
員
各
五
十

人
（
抽

選
）
　
費
用
各
三
千
円

匣
６
月
2
6
日
㈲
［
必
着
］
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ

に

住
所

・
氏

名

・
性
別

・
生

年

月
日
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒

2
7
0
-
0
0
7
2
松
戸
市
竹
ケ
花
四
五

イ
ン

ペ
リ
ア

ル
四

〇
六
　

比

留
間

照

子

（

昔
3
6
8
・
9
0
5
3

）
へ

【
】
初
心

者

水
泳

体
験

講

習

会

６
月
９
日
銜
午
前
1
0
時
～
正
午

スポーツ教室

ロ

シ

ニ

ア

健

康

・

体

力

づ

く

り

教

室

7
月
６
日
㈲
・
1
3
日
㈲
2
7
日
困

〔
全
三
回
〕
午
前
９
時
3
0
分
～
1
1
時

会
場
柿
ノ

木

台
公

園
体

育
館

多
目
的

室
　

内

容
健

康
体

操
　

対

象

五
十
歳

以

上
の

人
　

定
員
先

着
四

十
人
　

持

ち
物
体

育

館
シ
ュ

ー

ズ
・
運
動

の
で

き
る
服

装

費
用

一
回

三
百
九
円
（
施
設
使

用

料
）

圃

直
接

ま
た
は

電
話
で

、
ス
ポ
ー
ツ

課

容
3
6
3
・
9
2
4
1

へ

［
］
夏

季

市

民

野
球

大
会

参

加

申

し

込

み

（
抽

選
会

）

６
月
1
7
日
出
午
後
５
時
～
7
時

会
場
運
動
公
園
会
議
室

対
象
①
春

季
市
民
野
球
大
会
一
回
戦
敗
退
チ
ー

ム
・
参
加
希
望
チ
ー
ム
②
新
規
参
加

チ
ー
ム
　
費
用

①
一
万
二
千
円
②
一

万
七
千
円

圃
費
用
を
添
え
て
当
日
会
場
で

固

松
戸
市
野
球
婆

下

野
々
下
S
3
6
2

・
8
2
6
9

教室名 期　日 時　間 会　　場 対象/定員 費　用 問い合わせ

グラウンド・ゴル

フ初心者教室
6/11(1日)

午前9時

～正午

栗ヶ沢小学校校庭

根木内東小学校校庭 -

100 円

(保険料)

体育指導委員
日江井S342-ﾜ068

ソフトバレーボー

ル、インディアカ、

ファミリーバドミ

ントン教室

11(日)

18(日)

午後ﾜ時

～9 時
矢切小学校体育館

先着

吝50人

体育指導委員

平川S362-05ﾜ8

グラウンド・ゴル

フ教室
18(日)
午前9時

～正午

新松戸兩小学校

校庭 -
体育指導委員
香川昔3∠13-5580

グラウンド・ゴル

フ、ファミリーバ

ドミントン教室

18(日)
午前8時

～午後1㈲
松ヶ丘小学校校庭

明第一地

区住民
体育指導委員
高津S344- 引26

グラウンド・ゴル

フ、ファミリーバ

ドミントン教室

18(日)
午前8時

～午後1時
古ケ畸南小学校

明第二地

区住民

体育指導委員
大塚S363-389ﾜ

ファミリースポー

ツ教室　　　※1
18(日)
午前9時

～正午

新松戸西小学校

体育館 -
体育指導委員

吉見昔3∠凵-9566

軽スポーツ教室

※２
18(日)
午前9時

～正午
幸谷小学校 一 一

体育指導委員
泉Q343-99ﾜ9

グラウンド・ゴル

フ、ソフトバレー

ボール教室

18(日)
午前9時

～正午
常盤平第一小学校 -

体育指導委員
宍戸Q389-8415

※1＝ラージボール卓球、ファミリーバドミントン、インディアカ、ソフトバレーボール

※2＝グラウンド・ゴルフ、ファミリーバドミントン、インディアカ、ソフトバレーボール

匣当日会場で

ス
ポ
ー
ツ

講
座
・
講
演

情報チャンネル

すで催主の等市はのものり刷色がルトイタ※

平
本（
Ｓ
叩
4
1

1
2
）へ

会
場
和
名
ケ
谷
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン

タ
ー
内
プ
ー
ル

定
員
先
着
十
人
　
費
用

無
料
圃

電
話
で
和
名
ヶ
谷

ス
イ
ミ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
・
高
橋
登
3
8
6
・

3
8
1
2

へ



【
】
朗

読

を

き

く

か

い

６
月
1
4
日
圉
午
前
1
0
時
～
1
1
時
3
0

分

会
場
ふ

れ

あ
い
2
2
（
健
康

福

祉

会
館

）
　

内

容
松

戸
朗

読
奉

仕
会

会

員

に
よ

る
朗

読

「
冬
の
日

」

藤
沢
周

平
著
ほ

か
　

対
象

障
害

者
手

帳
を

持

っ
て

い
る
人

お
よ

び
そ

れ
に

準
ず

る

人

（
付

き

添
い
の

人
と

一
緒

の
参
加

も
可

）
　

費

用

無
料

圖

ふ
れ
あ
い
2
2（
健
康
福
祉
会
館
）
障

害
者

福
祉
セ

ン

タ
ー
a
3
8
3・
7
1
1

1

隰
3
8
3・ワ

８
１

０

「

」
羽

田

健

太

郎

／

ダ

・

カ

ー
ポ

ふ

れ

あ

い

コ

ン

サ

ー

ト

８

月
５
日

出

午
後
３

時
開

演

会

場
市
川

市

文
化

会
館
　

定
員

千

九
百

人

（
抽
選

）
　

費
用

無
料

※
会

場
で
チ

ャ
リ

テ

ィ
ー
募

金

（
社

会

福
祉

協
議

会
へ

寄
付
）
へ

の

ご

協

力
を

お
願

い
し
ま

す

。

圃

６

月
2
0
日

㈲
〔
消
印

有
効

〕
ま

で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
二
枚
に
四
人
ま
で
）

に
代

表
者

の
住
所

・
氏

名

・
年

齢

・

電

話
番
号
と

同

伴
者

の
氏
名

・
年
齢

を
記
入
し
て
、
〒
2
7
2
-
8
5
8
0
市

川
市
市
川
南
二
の
八
の
八
　
京
葉
ガ
ス

㈱
コ

ン

サ

ー
ト

係
（
ａ

叩
3
1

7
0

）
へ

［
］
わ

く

わ

く

さ

ん
と

花

火

を

つ

く

ろ

う

！

7
月
４
日
㈲
①
午
後
２
時
4
5
分
～

３

時
3
5分
②
予
後
５
時
3
0分
～
６
時

2
0分
、
ワ
月
６
日
困
③
午
後
２

時
4
5

分
～
３
時
3
5
分
④
午
後
５
時
3
0
分
～

６
時
2
0
分
会
場
①
六
実
市
民
セ
ン

タ
ー
②
稔
台
市
民
セ
ン
タ
ー
③
森
の

ホ
ー
ル
2
1④
馬
橋
市
民
セ
ン

タ
ー

内
容
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
お
な
じ
み
の
わ
く
わ

く
さ
ん
と
一
緒
に
夏
ら
し
い
花
火
の

工
作
を
す
る
　
費
用
千
二
百
円
（
キ

ッ
ト
付
き
）

※
事
前
に
チ
ケ
ッ
ト
を
購
人
し
て
く

だ
さ
い
。

圈
松
戸
予

七

劇
場
・
松
村
四
3
8
6

9
1
5
4

（
昼
間
の
み
）

［
］
障

害

児

巡

回

相

談

7
月
2
6
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後
３

時

会
場
中

部
小

学

校

内
容

①
小

学
校

、
盲

・
聾

・
養

護
学

校
へ

の
就

学
に
関
す
る
相
談
②
障
害
の
あ
る
（
あ

る
か

も
し

れ

な
い
）

子
ど

も
の

教
育

や
保

育
に

関
す

る
相

談

③
障
害

を
改

善

・
克

服
す

る
た
め

の
養

育
の
内

容

・
方
法
に
関
す
る
相
談
　
費
用
無
料

匣

６

月
2
3日

銜
ま
で
に

、
電
話
で
教

育

研
究
所

登
3
6
6
・
7
4
6
1

へ

【
】
初
夏

の

ネ

イ
チ

ャ

ー
ゲ

ー
ム

「
雨
音

は
命

の

響

き

」

６
月
1
8
日
日
午
前
1
0
時
～
午
後
０

時
3
0
分
〔
雨
天
決
行
〕
会
場
2
1
世
紀

の
森
と
広
場
　
内
容
木
々
の
緑
の
深

ま
っ
た
公
園
で
森
を
育
む
恵
み
の
雨

を
五
感
で
感
じ
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
　
費
用
二
百
円

固
ま
つ
ど
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
会

・
山
中
公
3
4
2
・
4
3
3
5

（
夜
間
の

み
）

［
］
住

宅

デ

ー

６

月
‥日
日

⑧
午

前
1
0
時
～

午
後
３

時
　

会

場
Ｊ
Ａ

松

戸
市

古
ヶ

畸
支

店

前
、
仲

井
町
公

園
ほ

か

市
内
公

園

等

十

五
ヵ

所
　

内
容

わ
が

家
の
耐

震
診

断

・
増

改
築

・
営

繕
な
ど

の

住
宅

相

談
会

、
包
Ｔ
と

ぎ

費
用

無

料

．

固

千
葉
土

建
松
戸

支
部

住
弖

ア
ト

実

行

委
員

会

合
3
6
8・
7
7
0
0

［
］
借
地

借
家

の

無

料

相

談

６
月
1
0日
出
午
後
１

時
～
４
時

会
場
勤
労
会
館

※
契
約
書
等
が
あ
れ
ば
ご
持
参
を

圈

松
戸
借
地
借
家
人
組
合
・
外
銜
a

4
5・
3
5
4
8

［

］
全

国

友

の

会

生

活

展

６

月
3
0
日

廊

～

ワ

月
２

日

斜

午

前

1
0 時

～

午

後

６

時
　

会

場

ア

ー

ト

ス

ポ

ッ

ト

ま

つ

ど
（
伊

勢

丹

松

戸

店

九

階

）
　

内

容

今

、

家

庭

で

育

て

合

い

た

い
こ

と
　

費

用
一
型

冗
目
ソ
四

百

円
（
高

校

生

以

下

二

百

円

）

圜

松

戸

友

の

会

・
藤
＃
a
3
6
3
・
7
6

2
2

「

」
う

た

う

生

涯

学

習

成

果

発

表

会
６
月
1
1
日
日
午
前
９
時
3
0
分
～
午

後
５

時
　

会
場

市

民
劇
場
　

内

容
会

員

の
歌

の
成
果

発
表

と
ヴ

ォ
イ

ス
ト

レ

ー
ナ

ー

・
新
井
ユ

タ
カ

氏
に
よ

る

歌

謡
指

導
　

費
用

無
料

※
歌
手

・
市
川

由

紀
乃
さ

ん
が

特
別

出
演

圖

歌
謡

ポ
ト
カ
ル
同

好
会

・
柴
田

音

4
3・
4
6
3
6

3［
］
ザ
・
ニ
ュ
ー
ス
ペ
ー
パ
ー

６
月
2
3
日
窗
午
後
7
時
～
８
時
3
0

分
　
会
場
市
民
会
館
　
内
容
日
々
の

ニ
ュ
ー
ス
だ
け
で
な
く
、
政
治
・
経

済
な
ど
を
リ
ア
ル
に
笑
う
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
シ
ョ
ー
　
費
用
三
千
三

百
円
（
四
歳
以
上
）

固

松
戸
子
ど
も
劇
場
・
菊
地
四
叩

［
］
フ

ジ

子

・
ヘ
ミ

ン

グ
～

奇
跡

の

ピ

ア

ニ

ス

ト

1
0
月
7
日
土
午
後
２
時
3
0
分
開
演

21 世紀の森 と広場パ ーク センター催 し物

行事名 日　時 講　師 定員

園芸教室

ワ・8月の園芸作業

6/25(1[])
午後1時30 分
～3 時

みどりの相談員

渡辺重吉郎氏
40人

園芸教室

夏のガーデニング

7/ 2(Eﾖ)

午後13530 分
～3 時

みどりの相談員

青島尚祐氏
40人

みどりの教室

鳥のかたちとくらし

7/ 昿
午後勿30 分

～3 時30 分

我孫子市島の博物館

斉藤安行氏
80 人

圃電話でパークセンター登345 －8900 へ （先着順）

【
】
新

松
戸

女

声

コ

ー
ラ

ス
コ

ン

サ

ー
ト

６

月
1
8日
Ｏ

午
後
３
時
開
演
　
会

場
市
民
会
館
　
内
容
田
畑
智
子
氏

薪

松
戸
幼
稚
園
園
長
）
指
揮
に
よ
る
曲

目
「
レ
ク
イ
エ
ム
」
組
曲
「
く
る
み

割
り
人
形
」
ほ
か
　
費
用
千
円

固
新
松
戸
女
声
コ
ー
ラ
ス
・
藤
原
昔

顔
・
2
5
4
6

3【
】
と

も

し

び

読

書

会

６

月
1
5日

困

午
前
1
0
時
～
正

午

会
場

女
性

セ
ン

タ
ー

ゆ
う
ま
つ

ど

テ
キ

ス
ト
「
い

ち
げ
ん
さ
ん

」
デ

ビ

ッ

ト
・
ゾ
ベ
テ
ィ
著
（
集
英
社
文
庫
）

費
用

三

百
円

圃

電
話
で
三
戸

Ｓ
3
8
9

へ

［
］
市

立

東

松

戸

病

院

神

経
内

科

外

来

診
療

日

を

変

更

６
月
５
日
㈲
か
ら
神
経
内
科
外
来

の
診
療
日
は

、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

の
午
前
中
に
な
り
ま
す
。

琵
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
東
松
戸
病
院

総
務
課
昔
3
9
1
・
5
5
0
0

［
］
市

立

保

育

所

臨
時

職

員

（
調

理
員
）
ヘ
の
登
録
者
を
募
集

職
種
調
理
員
　
内
容
調
理
補
助
業

務
（
登
録
を
し
、
市
内
公
立
保
育
所

で
必
要
が
生
じ
た
場
合
に
連
絡
）

勤
務
日
時
月
～
金
曜
日
、
午
前
９
時

～
午
後
３
時
　
募
集
人
数
若
干
名

固

保
育
課
指
導
係

登
3
6
6
・
ワ
３
５
１

［
］
青

年

講

座

企

画

実
行

委

員

を

募

集６
月
2
1日
～
９

月
2
0日
の
毎
月
第

一
・
三
水
曜
日
、
午
後
7
時
～
８
時

3
0分

会
場
青
少
年
会
館

内
容
青

年
講
座
（
十
八
歳
～
二
十
歳
の
人
を

対
象
に
実
施
す
る
学
習
・
文
化

・
ス

ポ
ー
ツ
講
座
）
を
企
画
　
対
象
十
八

～
二
十
歳
の
人
　
定
員
先
着
十
人

圃
電
話
で
青
少
年
会
館

登
3
4
4
・
8
5

5
6
へ

おはなしキャラバン

( 松戸では8時になったらおはなしタイム》

期　日 会　　　場 時　　 間 プログラム

6/ 9 銜
野菊野こども

ホール

午後2時30 分

～3 時30 分

人形劇｢三びきのや

ぎのがらがらどん｣

14 團
常盤平児童福

祉館

午前10 時 巧分

～10 時25 分
絵本

14 團 図書館本館
午後3時30 分

～4 時

絵本「ねこのジン

ジャー」ほか

15困
馬橋東市民セ

ンター
午後3時～4 時

アニメーション

人形劇

16㈲
馬橋市民セン

ター
午後3時～4 時

アニメーション

人形劇

18(日)
柏市民文化会

館小ホール

午前10 時30 分

～11 時30 分

アニメーション

人形劇

21伽 小金分館
午後3時

～3 時30 分

絵本「ねこのジン

ジャー」ほか

22休）
東部スポーツ

パーク
午後3時～4 時

アニメーション

人形劇

23糜
五香市民セン

ター
午後3時～4 時

アニメーション

人形劇

24圉
常盤平児童福

祉館

午後2時30 分

～3 時 巧分

アニメーション

絵巻物

28伽 図書館本館
午後3時30 分

～4時

絵本「きつねのお

きやくさま」ほか

29困
古ヶ崎市民セ

ンター
午後3時～4 時

アニメーション

人形劇

7/ 1 圉 市民会館
午後1時30 分

～3時

おはなしキャラバ

ン20 周年記念公演

5㈲
稔台市民セン

ター
午後3時～4 時

アニメーション

人形劇

対象3～9歳くらい　費用無料

※アニメーション「なんにかわるかな」、人形劇「やまなしも

ぎ」

※図書館利用カードをお持ちになれば、本が借りられます。

※電話でおはなしが聞ける［でんわおはなしキャラバン］昔

377ｰ0000もご利用ください。

闘市立図書館　S365-5115

汕

再

生

自

転

車

を

即

売

６
月
1
1
日
剛
～
1
3
日
火
午
前
８

時
3
0
分
～

午
後
３

時
　

会
場

生

き
が

い
福

祉
セ

ン
タ

ー
（
左

図
参
照
）
　
販

売

台
数

三
十
台

（
売

り
切

れ
次

第
終

了

）
　
価

格
七

千

円
～

一
万

一
千

円

交

通
五

香
駅
東

口
か

ら
新

京
成

バ
ス

「
小

新
山
」
行

き
ま
た

は
「
柏
陵

高
校
」

行

き
で

、
新
栄

町
入

口
下

車

固

他
松
戸
市

シ
ル
バ

ー
人
材

セ
ン

タ

ー
登
3
8
4
・
3
1
9
1

「
」
東

松

戸

病

院

健
康

塾

６
月
1
5日
困
午
後
３
時
～
４

時
3
0

分
　
会
場
東
松
戸
病
院
大
会
議
室

内
容
講
演
「
頭
痛
に
つ
い
て
」
　
講

師
東
松
戸
病
院
神
経
内
科
医
師
　
定

員
先
着
七
十
人
　
費
用
無
料

圃
電
話
で
東
松
戸
病
院
保
健
棒

襤
医

療
室
昔
刪
・
5
5
0
0

へ

［

］
こ

こ

ろ

の

家

族

相

談

室

６

月
口
日

出

午
前
1
0
時
～

午

後
４

時

会
場
ふ

れ
あ
い
2
2
（
健
康

福
祉

会

館
）
　

内
容

松
戸

市
精

神
障

害
者

家
族

会
土
曜

会
会
員
に
よ
る
相

談
（
秘

密

厳
守
）
　
対

象
「
こ
こ

ろ
の

病
」
の

人

を
抱
え

る

家
族
　

費
用

無
料

※
同
日

・
同

時
間
に

電
話

で
の

相
談

も
受

け
付
け

て
い

ま
す

（
こ
こ

ろ

の
家

族
相

談
室
直

通
a
3
8
3
5
5

5
1

）
。

※
毎
月

第
三
土

曜
日

に
相

談
を

受
け

付
け

ま
す

。

圜

松
戸
市

精
神
障

害
者
家

族
会
土
曜

会

・
武
井

容
3
6
2
・
8
2
1
5

【
】
ジ

ャ

ズ

体
操

フ

ェ

ス
テ

ィ

バ

ル

参

加

グ
ル

ー
プ

募
集

発
表
日
1
0
月
2
9
日
紐
会
場
市
民

会
館
　
対
象
６
月
2
8
日
㈲
午
後
一
時

3
0分
か
ら
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
る
運
営
委
員
会
に
出
席
で
き
、

役
割
分
担
に
協
力
で
き
る
団
体
　
定

員
先
着
二
十
五
団
体

圃
６
月
５
日
㈹
午
前
９
時
か
ら
、
直

接
ま
た
は
電
話
で
健
康
増
進
セ
ン
タ

－

ａ

叩
1
8
1
4

ぺ

【

】
流

れ

る

プ

ー

ル

に

ご

招

待

期
間
7
月
3
日
㈲
～
1
9
日
水
の
平

日
午

前
1
0
時
～

午
後
１

時

対
象

市

内
の
幼
稚
園
や
福
祉
施
設
の
園
児
（
付

添
人

を
含

む
）

を
団

体
で

招
待

※
母

子

家
庭
に

は
母

子
福

祉
推
進

員

を

通

じ
て
招

待
券

を
お

届
け
し

ま

す
。

圃

電
話
で
流

れ
る
プ

ー
ル

ア
ル
ト

ピ

ア

容
3
8
5
・
1
0
8
0

へ

ゴ ル フ フ ェ ス タCHIBA2000

開催期間…8 月16 日似卜9 月10 日（日）

開催場所…県内144 ヵ 所 のゴルフ場

参加回数…１人2 回 まで

参加資格…県内に在住・在勤の太およ

びその同伴者

参加料金…フェスタ特別料金（グリー

ンフィーは、当該ゴルフ場のビジター

料金の半額以下）

申し込み…6 月30 日銜 までに、所定の

参加申込書に∠1人一組または3 人 一組

で記入して郵送

※申し込み多数の場合は抽選

開催要項等配布場所…東葛飾支庁・松

戸運動公園・地域振興課・各支所など

※プロによる無料ワンポイントレッス

ンあリ

圜千葉県ゴルフ協会*5043-201-1240

URL http://ｗｗvv.0ps.dti.ｎｅjp/`ｕｓiiｎfｏ

口

二
十

代

か

ら

の

女

性
の

た

め

の

医

学

セ
ミ

ナ

ー

「
更

年

期

よ

り

幸
年

期

！

」

7
月
６
日
㈲
午
前
1
0
時
～
正
午

会
場
市
民
劇
場
　
講
師
産
婦
人
科
医

師
・
村
山
和
代
氏
　
対
象
三
十
～
五

十
歳
代
の
女
性
　
定
員
先
着
二
百
人

費
用
無
料

※
保
育
あ
リ
（
二
歳
以
上

、
先
着
十

五
人
）

※
手
話
通
訳
あ
リ

圃

電
話
で
常
盤
平
保
健
硼
祉
セ
ン
タ

ー

登
3
8
4
・
1
3
3
3
へ

◆楽しいクッキング教室◆

シルバー世代を健康に暮らすための食生

活の話と調理実習

［
］
思

春
期

保

健

セ
ミ

ナ

ー
「
思

春
期

に

お
け

る

男

女

の

性
及

び

親
の

対

応

に

つ

い
て

」

６
月
2
3
日
金
午
前
1
0
時
～
正
午

会
場
市
民
劇
場
　
講
師
聖
徳
大
学
教

授
・
伊
藤
裕
子
氏
　
対
象
思
春
期
の

子
ど
も
を
持
つ
親
　
定
員
先
着
三
百

人

費
用
無
料

※
保
育
あ
リ

（
二
歳
以
上

、
先
着
十

五
人
）

※
手
話
通
訳
あ
リ

圃

電
話
で
常
盤
平
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー

一`
3
8
4
・
1
3
3
3

へ

対象…60歳以上の人(男

性大歓迎)

持ち物…エプロン・三角

きん・ふきん・筆記用具

費用…無料

圃電話で小金保健福祉セ

ンター≪346  ―5601 へ

(先着順)

日　　時 会　　場 定員

6/1
午前10時

～午後1時

中央保健福祉センター 24人

20(火) 小金保健福祉センター 20人

21 ㈲ 常盤平保健福祉センター 2∠|人

田
口
回

目
一

お
知
ら
せ

催
し
物

費
用
一
階
席
五
千
五
百
円

、
二
階
席

四
千
五
百
円

圈
草
原
の
会
・
笠
原
　
0
4
7
1
・

4
4
・
5
2
1
4

会
場

森

の
ホ

ー
ル
2
1

内

容

シ

ョ
パ
ン

「
ノ

ク
タ
ー
ン
」
「
別
れ
の

曲
」
、
リ

ス
ト
「
ラ

・

カ
ン
パ
ネ
ラ
」
ほ
か



青年講座（全7回）

日本の伝統文化に触れる
国際化が叫ばれている今 、真

の国際人になるためには まず日

本の心を知ることが必要です。

日本人が守り育ててきた伝統

と文化に触れ、日本をもう一度

見つめ直してみませんか。

皆さんの参加をお待ちしてい

ます。
江戸更紗染を体験（昨年の青年講座）

「市立博物館」秋の企画展に展示します

昭和30年代の電化製品をご提供ください

市立博物館では 、「戦後松戸の生活革新～

新しい暮らし方へのあこがれ」と題して 、10

月7日出～11月26日（日）の日程で企画展を開催

し ます。

企画展では、松戸市域での戦後 、特に昭和

20 年 代後半から30 年 代にかけての急激な生

活の変ばう の様子を、市民の生活史の視 点か

ら紹介します。

これに先立ち 、当時の生活を伝えるさまざ

まな生活資料として 、昭和30 年 代に使用され

ていたテレビ ・洗濯機 ・ステレ オ・炊飯器な

どの電化製品を集めています。

物置 、押し入れなどにし まったままにな っ

ているこれらの電化製品があり まし たら 、提

供していただけないでしょう か。ご連絡をお

待ちしています。

圖 市立博物館S384-82ﾜ2

制体療医急救

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関( 待機病院、休日在宅

当直医､ 夜間急病診療所､ 休日土曜日夜

間歯科診療所等) を案内しています〕

Q366-0010

平 日 午後4 時30 分～ 翌日午前9 時

休日と土曜 午前9 時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　S368-3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

c365-3430

衛生会館内　午後８時～11 時

続
い
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
。

灼
熱
の
太
陽
が
降
り
注
ぎ
、
だ
れ

も
が
溢
れ
る
よ
う
な
笑
顔
を
向
け
、

と
て
も
友
好
的
に
接
し
て
く
れ
た
。

た
だ
、
貧
し
さ
が
目
に
つ
く
。
町
並

み
や
人
の
生
活
は
明
ら
か
に
日
木
と

は
違
っ
た
。
薄
暗

い
電
灯
。
舗
装
さ

や
医

薬
品

も
不
足

し
て

い
る
」

と

現

状

を
語

っ
た

。

そ
し

て

、
「
私

た

ち

は
敵

味
方

な
く

、

い
つ
も
中

立

の
立

場
で
活

動

を
し

て

い
る
。

そ
の
中

で

気
を
付

け

な
け

れ

ば
い
け

な

い
こ

と

は
、
異
国

の
文

化

を
理
解

す

る
こ
と

。

ま
た

、
現

地

の
人

に

理
解

さ
れ

る
よ

も
レ

ポ
ー
タ
ー
ニ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
』
に
選
ば

れ
た
。
自
分
と
は
全
く

異
な
る
状
況
下
で

生
活
す
る
子
ど
も

た
ち
の
現
状
を
レ

ポ
ー
ト
し

、
広
く

伝
え
る
た
め
、
３

月
2
7日
に
日
本
を

出
発
し
た
。
行
き

先
は
内
紛
が
長
く

アンコールワットで現地の人と

団

が
医

療

援
助

を

行

っ
て

い
る
病
院
。

ス

タ

ッ
フ

と

し

て

活

動

す

る

フ

ラ

ン

ス

人

医
師

は

、「
一

番

問

題

と

な

っ

て

い

る
病

気

が
結

核

と

エ
イ

ズ

だ
が
、

途

中

で

治

療

を

や

め
て

し

ま

う

人

が

多

い
。

病

院

が
少

な
く

、

医

療

機

器

'
9
9
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞

し

た
国

境
な

き
医

師
団

。
渡
邉

塊
さ

ん
（
新
松

戸

北
中

学
校
二

年
生

）
は
、

「

国
境

な
き

医

師
団

日

本

」
と

「
国

境
な

き
子

ど

も
た

ち
」

が
企
画

・
主

催
す

る
教
育

プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

『
子

ご

れ
て
い
な
い
道
は
、
車
が
往
来
す
る

た
び
に
砂
ぼ
こ
り
を
上
げ
、
物
乞
い

を
す

る
人
や
寝
て

い
る
人
が
い
た
。

食
事
も
ス
ー
プ
と
ご
飯
だ
け
で
あ
っ

た
。最
初
の
訪
問
は
、
国
境
な
き
医
師

う

に
接

す
る
こ

と
だ

」
と

話
し
て

く

れ
た
。
六
歳

か
ら
十

六
歳

ま
で

の
ス
ト

リ

ー
ト
チ

ル
ド
レ

ン

（
路
上

で

の
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
）

を

収
容

し
て

い
る
施

設

・
ホ

ー
ム
ラ

ン

ド
も

訪
問
し

た
。

同
年
代

の
人

と

の
交
流

は
、
特

に
楽

し
み

に
し
て

い

た

。
し

か
し

、
意
思

を
伝
え

た

い

が

ク
メ
ー
ル
語

が
話
せ

る
わ
け
も

な
い
。

心

配
も

あ

っ
た

が
、
身
振

り

や
手

振

り

、
体

に
触

れ
合

っ
た
り

す

る
こ

と

で

通
じ

合
う
こ

と

が
で
き

た
。

「
僕

が
何

か
を
失

敗

す
る
た

び
に

、

施
設
の
子
ど
も
た
ち
は
気
づ
か
い
「
ア
ッ
パ
ニ
ア
ハ
」

と
笑

顔
で

声
を

掛
け

て

く

れ

ま
し

た

」
。
問

題

な

い
、
大

丈
夫
と
い
う
意
味
の
言
葉
。
打
ち
解

け
て
い
く
う
ち
に
互
い
に
自
国
の
言

葉

・
文

字
を

教
え

あ

い
、

食
事

を
一

緒

に
し

た
。

ま
た

、
日
本

か
ら

持
参

し

た

ギ
タ

ー
を
演
奏

し
、

み

ん
な
で

日
本
の
歌
を
合
唱
し
た
。
と
て
も
楽

し

い
時

間

が
過

ぎ
て

い
っ
た
。

お
互
い
が
分
か
り
合
え
る
こ
と
の

手

段
と

し
て

、
言
葉

は
と

て

も
重
要

だ
と
思

っ
て

い
た

。
し

か
し

、
文
化

の
理
解

と
同

じ
く

、
相
手

を

理
解
し

よ
う

と
す

る
こ
と

が
大

切
で
、

そ
の

姿

勢
が
あ

れ
ば
言

葉
を

知
ら

な
く
て

も
通
じ
合
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た

異

国

の
文
化

を
理

解
す

る
こ
と

は
、

自
国
の
文
化
を
よ
り
深
く
見
つ
め
る

き

っ
か
け

に
な
り

、
大

切
に
す

る
こ

と
に

つ
な

が
る
と

感
じ

た
。

帰

国
の
日

、

ホ
ー
ム

ラ
ン

ド
に
再

び

立
ち

寄

る

。
「
子

ど
も

た

ち

が
砂

ぽ
こ

り
で
汚

れ
た

車

の
ガ
ラ

ス
窓
に

『
友
達
』
と

書

い
て

見
送

っ
て
く

れ
た

こ
と

を
忘

れ
な

い
」
と

十
日
間

の
滞

在
を
語

っ
た
。

（
新
松
戸
在
住
）

世界ふれあいコンサート

市内在住の東京芸術大学の留学生が、市民との交流

を目的にコンサートを開催します。夕べのひとときを

クラシック音楽でお楽しみください。

日時…7月5日團午後6時30分～8時

会場…市民劇場

内容…中国民謡、日本歌曲、中国民俗楽器演奏、ピア

ノ独奏ほか

※横須賀小学校吹奏楽部の皆さんとの共演もあります。

定員…300 人（抽選）

費用…無料

圃6 月23 日窗〔必

着〕までに、往復

ハガキに住所･氏

名･ 電 話番号･ 希

望人数(ハガキ１

枚に付き2 人まで)

を 記入し て 、〒

271  -8588 松戸

市根本387 の5 前回のコンサートから

拊松戸市国際交流協会コンサート係(c366 ―ﾜ310) へ

異
国
で
見
つ
け
た
笑
顔

子どもレポーター２０００に参加

渡邉　 塊さん

英 語 ス ピ ー チ コ ン テ ス ト

高 校 生 の 出 場 者 を 募 集

9月30 日出午後1時から　会場市民1 黻:( 財)松戸巾l司際

劇場　対象市内在住・在学の高校生

（ただし、①～④のいずれかに該当す

る人を除く①母国語・公用語を英語

とする国に通算1年または継続して6

ヵ月以上滞在した人（5歳までの5滞在

は除く）②英語で一般教育を行って

いる国際学校へ通学したことがある

人、または通学している人③同居する

親族に英語を公用語とする国の出身者がいる人④当該コ

ンテスト高校生の部の入賞経験者） テーマ自由（5分以内）

匣6 月30 日向〔必着〕までに、所定の用紙（聯松戸市国際

交流協会にあります）に必要事項を記入して、干271-

8588松戸市根本387の5　聯松戸市国際交流協会（市役所

新館5階、Q366―7310)へ

※スピーチ原稿の締め切りは、7月28日㈲です（書類選考が

あります）。

※入賞者は、平成13 年3月予定の海外短期派遣（ホームズ

テイ・プログラム）に実費の約半額の費用負担で参加す

ることができます。

『東京芸大留学生クラシックの夕べ』

-　　-
期　　日　　　　　　　　　　　　　 内　　　　　 容

----------------------
6/24 圉　　 オリエンテーション

7/ 8 鮒　　江戸職人に挑戦！「江戸更紗染（さらさぞめ）・切子体験」

9/ 9 出　　 今に息づく鎌倉の歴史「古都鎌倉作法講座」

10/21CL ）　 匠（たくみ）の技に挑戦！「江戸風鈴製作体験」

11/18(1う　　見たい、知りたい、歩きたい「東京下町ウォ ソヽチング（浅草）」

12月上旬（二予定）気軽に楽しむ雅楽の音色「雅楽鑑賞（銀座雅楽堂）」

11月下旬（予定）国技拝見「相撲部屋探訪」

会場市民会館ほか　 対象市内在住 ・在勤・在学の18 歳以上30 歳以 下

の人　 定員先着 巧人　 費用無料 （教材費 ・交通費実費）

Ⅲ 電話で青少年会館登3 ∠l∠1-8556 へ


